
◆主な内容

■加茂市教育支援センター「やすらぎ」の開設について
■消費生活情報
■第 54回市展　市展賞受賞作品
■令和４年度スポーツ協会表彰式
■歯の健康
■ニューストピックス
■お知らせ
■ひろばつうしん
■加茂の風土記
■暮らしのカレンダー
■かもぴく

②④
⑤
⑥⑦
⑧⑨
⑩⑪
⑫⑬
⑭⑯
⑲
⑳
㉑
㉒

仕立ての技術が
　　　　　  花開く
仕立ての技術が
　　　　　  花開く
加茂郷菊花同好会　11月3日加茂郷菊花同好会　11月3日

2022

11
NO.797



3　　 広報かも　No.797　4．11．15 広報かも　No.797　4．11．15　　 4

「
や
す
ら
ぎ
」
の
開
設
に
つ
い
て

「
や
す
ら
ぎ
」
の
開
設
に
つ
い
て

　このように、加茂市の教育支援センターは、子どもたちが自分らしくいら
れ、その子の可能性を伸ばすことができる場所です。結果として、学校に戻
るという選択をすること、戻らないという選択をすること、正解は一つでは
ありません。
　教育支援センターに通うということは、子どもたちにとって一つの通過点
であり、長期的な視点を持ってその子の成長を見守り、サポートしていき
ます。
　教育支援センターは、全ての子どもたちと保護者の方々に開かれています。
そして、学校を卒業しても気軽に訪れることができる場所です。

　ご相談は、電話で受け付けています。また、園や学校を通しての受付も可
能ですので、小さなことでもお気軽にご相談ください。

＜相談窓口＞

〇在籍園・校

〇教育支援センター　やすらぎ
　☎０２５６－５３－３１９９
　（平日 ８：３０～１７：００）

〇教育委員会　学校教育課
　☎０２５６－５２－００８０
　（平日 ８：３０～１７：００）

← 次ページに加茂市教育支援センター「やすらぎ」の概要を掲載しています

「やすらぎ」の室内 ＜相談窓口＞
〇在籍園・校　〇教育支援センター　やすらぎ　〇教育委員会　学校教育課
　　　　　　 ☎０２５６－５３－３１９９　　☎０２５６－５２－００８０
　　　　　　 　（平日 ８：３０～１７：００）　　  （平日 ８：３０～１７：００）

加茂市　教育支援センター　やすらぎ

児童生徒対応（やすらぎルーム）
社会的自立に向けた支援

【対象：加茂市内の学齢期～ 20歳程度青年期】

〇不登校児童生徒の居場所　文化、芸術、スポーツ等の体験的な活動
〇学習支援　教科指導の補助、ICT機器の活用
〇社会への適応支援・自立支援　調理実習、美術作品の制作、スポーツ、
　集団活動体験、施設外体験活動など
〇青少年フォローアップ　義務教育終了後の各種相談、居場所づくり
〇教育相談・カウンセリング・ケース会議
　個に応じた計画的な支援のための相談
〇学校、関係機関との連携・コーディネート（医療・福祉・市役所各課など）

教育相談

研修会等の開催

学校訪問相談　　　　　　　　　　　　　家庭訪問相談
　〇市内小中学校巡回相談　　　　　　　　〇アウトリーチ活動
　〇要請に応じた、学校訪問相談　　　　　〇要請に応じた、家庭訪問相談
来所相談　　　　　　　　　　　　　　　電話相談
　〇電話予約し、センターにて相談　　　　〇センターへの電話による相談

〇幼児、児童、生徒、保護者、教職員への支援
〇要請に応じた相談の継続

保護者向け　〇子育て講演会　　〇ペアレントトレーニング　　〇親の会
教職員向け　〇発達検査研修会　　〇アンガーマネジメント研修会　など
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表紙

加茂市教育支援センター
　　「やすらぎ」の開設について

加茂市長　藤田　明美

　10月1日に開設しました「加茂市教育支援センターやすらぎ」について、
ご案内します。
　加茂市では平成9年より適応指導教室を設置し、小・中学校に通うことが
できない子どもたちの、学校への復帰を目的とした居場所と学習の場を提
供してきました。
　しかしながら、子どもたちが抱える悩みは年々、多様化・複雑化し、よ
りきめ細かな支援が求められるようになってきました。同時に、社会の多
様な変化に伴って学校教育に求められることも変化してきました。
　そこで、学校復帰にこだわらない学
習の場を保障し、高校進学や就労へと
つながる支援体制の構築を図るため、
適応指導教室を廃止し、令和4年10
月1日より、新たに加茂市教育支援セ
ンター「やすらぎ」を加茂市勤労青少
年ホーム内に開設しました。
　新たに公認心理師1名を配置し、教育相談員を1名から3名に増員しまし
た。適応指導教室は2名の体制でしたが、教育支援センターでは5名となり
支援・相談体制を強化しました。さらに、次の点を重点的に整えています。
①小・中学校の学齢期だけではなく、幼児期から青年期までつながる支援
体制
②学校以外の学習の場・体験活動の保障（居場所づくり・学習支援・自立支援）
③子どもや保護者のサポート相談体制
　こども未来課・健康福祉課との連携を取りながら、不登校や困り感を抱
える子どもや保護者のサポートに加え、小学校入学前から入学、進学、卒
業後のフォローまで、切れ目のない支援を行っています。
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受賞者の皆様おめでとうございます

洋　画

書　道「景池詩」　番場香雲さん

　この度は、市展賞を頂き、誠に有難うございました。こ
の景池詩は、楚帛書の書風で書きました。日頃から金文、
篆書を勉強し、認めていただき大変励みとなりました。日
本書法教育会の書を初めて二十三年、教育師範、漢字師範
を取り、現在学生に書を教えています。又、賞を頂いてよ
り一層、精進していきたいと思います。

「悠々」　本間裕子さん
　この度は過分な賞を頂き有り難く、只々驚いております。
　ご縁があり、加茂に通わせて頂いております。
　通う道から見える山々、田圃の色の変わる様子、心地好い風
に吹かれながら次は何を作ろう等々考えてる時間、工房での会
話、毎日の忙しさを忘れる事の出来る、唯一の至福の時間で
す。皆様のお陰で楽しく創る事が出来ました。
　ありがとうございました。

「五月の手紙」　大竹夏子さん

　この度は市展賞をいただき、誠にありがとうございます。昨年
の春から始めた絵を描くことは、私の生活の一部となっていま
す。そしてそれは、以前なら見過ごしてしまっていた日常の中に
ある光や影、物の成り立ちなど、たくさんの事を気付かせてくれ
ます。この作品も山道を散歩している時にふと空を見上げたら、
木の枝がお互いに呼び合っているように映り、葉と葉が手紙に
なったら素敵かなと思い、イメージを膨らませて描きました。
　これからも、日常のきらめきを大切に、私らしく描きたいと思
います。そして、いつも見てくれる皆様方、本当にありがとうご
ざいます。

工　芸
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市展賞受賞作品第54回
　11月3日（木・祝）から11月7日（月）まで第54回市展（加茂市美術展）が市民体育館で開催さ
れました。会期中には大勢の方からご来場いただきました。ここでは市展賞入賞作品の紙上紹介と、
作者からのコメントを頂きましたので掲載いたします。他受賞作品については市展（冊子）をご覧く
ださい。冊子は市役所４階社会教育課にあります。 問　社会教育課（☎内線461）

日本画 「利久梅」　中野千佳子さん

　春庭の利久梅に、白い花が咲きます。この花の美
しさを絵にしようと、スケッチをくり返しました。
　七月に指導を受けた先生が亡くなられました。
「先生のやさしい色づかい」で利久梅を描き、賞を
頂くことができました。感謝申し上げます。これか
らも花の絵を、描いていこうと思っています。

彫　刻 「江戸のたより」　永井文子さん

　市展賞を頂き大変光栄に思います。貝をモチーフにして土
台を作り古い昔の文字の入った和紙を何枚も張り重ねまし
た。貝の中から遠い江戸時代の声が聞こえて来るかのような
イメージを持ちました。また次回もこれを励みに作品を作り
たいと思います。有難うございました。

写　真
「朱連の結界」　長谷川明さん

　退職記念に子供たちからプレゼントされたミラー
レス一眼カメラが私の写真ライフの始まりです。
　その後、山登りで撮った写真をコンテストに応募
し始め、幾つか入賞した山の作品もありますが、街
なかのスナップ写真での受賞は初めて。それも市展
賞です。
　撮影地の稲荷神社や、これまで指導してくださっ
た皆様に感謝申し上げます。
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市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
新
型
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
多
く
の

関
係
者
が
参
加
す
る
加
茂
市
総
合
体
育

大
会
の
開
会
式
は
行
わ
ず
、
表
彰
式
の

み
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
密
を

避
け
る
た
め
に
、
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
（
３

人
）
、
優
秀
指
導
者
（
１
人
）
と
優
秀

競
技
者
（
６
団
体
、
25
名
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
章
】

▼
石
澤
武
男
（
多
年
に
わ
た
り
加
茂
市

野
球
連
盟
の
運
営
を
支
え
、
若
手
審
判

員
の
指
導
・
育
成
に
も
尽
力
）
▼
外
山

八
須
枝
（
多
年
に
わ
た
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
普
及
促
進
・
初
心
者
指
導
に
尽

力
）
▼
小
柳
良
作
（
加
茂
山
岳
会
に
在

籍
し
多
年
に
わ
た
り
粟
ヶ
岳
を
中
心
に

登
山
道
整
備
、
山
小
屋
の
維
持
管
理
な

ど
を
継
続
し
て
取
り
組
み
、
遭
難
事
故

の
際
に
は
情
報
提
供
や
捜
索
支
援
に
も

尽
力
）

【
優
秀
指
導
者
章
】

▼
松
澤
和
彦
（
自
身
が
指
導
育
成
に
携

わ
る
選
手
が
、
令
和
４
年
度
新
潟
県
中

学
校
総
合
体
育
大
会
卓
球
大
会
に
お
い

て
団
体
第
２
位
と
な
る
な
ど
、
選
手
の

指
導
育
成
に
尽
力
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
団
体
）
】

▼
加
茂
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
第
42
回
全
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
新
潟
県
大
会

優
勝
）
▼
加
茂
市
立
若
宮
中
学
校
卓
球

部
（
第
23
回
全
国
中
学
選
抜
卓
球
大
会

予
選
リ
ー
グ
２
位
）
▼
加
茂
体
操
ク
ラ

ブ
小
学
生
男
子
（
令
和
３
年
度
新
潟
県

体
操
競
技
ジ
ュ
ニ
ア
新
人
大
会
兼
全
国

小
学
生
大
会
新
潟
県
予
選
会
団
体
総
合

３
位
）
▼
新
潟
県
立
加
茂
高
等
学
校
体

操
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（
令
和
４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
大
会
団
体
総

合
２
位
）
▼
新
潟
経
営
大
学
体
操
競
技

部
（
第
76
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選

手
権
大
会
団
体
総
合
８
位
）
▼
加
茂
市

立
若
宮
中
学
校
体
操
部
（
第
53
回
新
潟

県
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
男
子
団
体

総
合
２
位
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
個
人
）
】

■
ス
キ
ー
▼
阿
部
勝
男
（
第
46
回
全
日

本
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
秋
田
た
ざ
わ
湖

大
会
Ｂ
グ
ル
ー
プ
男
子
85
歳
以
上
５

位
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
▼
前
山
愛
（
令
和
４

年
第
43
回
北
信
越
国
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技
（
成
年
女
子
）
優
勝
）

■
陸
上
競
技
▼
鶴
巻
陽
太
（
２
０
２
２

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競

技
大
会
100
ｍ
決
勝
６
位
）
▼
皆
川
武
蔵

（
２
０
２
２
北
信
越
高
等
学
校
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
５
千
ｍ
決
勝
19

位
）
▼
亀
山
翼
（
２
０
２
２
北
信
越
高

等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
800

ｍ
予
選
５
組
５
着
）
▼
捧
颯
汰
（
第
12

回
新
潟
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
小
学

６
年
男
子
100
ｍ
２
位
）
▼
鶴
巻
来
音

（
令
和
４
年
度
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
新

潟
県
予
選
会
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス

ロ
ー
第
１
位
）
▼
齋
藤
優
也
（
第
70
回

新
潟
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
砲
丸
投

２
位
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
矢
部
童
夢
（
全
国

スポーツ功労者章を受けた小柳良作さん

受賞者の皆様おめでとうございます

洋　画

書　道「景池詩」　番場香雲さん

　この度は、市展賞を頂き、誠に有難うございました。こ
の景池詩は、楚帛書の書風で書きました。日頃から金文、
篆書を勉強し、認めていただき大変励みとなりました。日
本書法教育会の書を初めて二十三年、教育師範、漢字師範
を取り、現在学生に書を教えています。又、賞を頂いてよ
り一層、精進していきたいと思います。

「悠々」　本間裕子さん
　この度は過分な賞を頂き有り難く、只々驚いております。
　ご縁があり、加茂に通わせて頂いております。
　通う道から見える山々、田圃の色の変わる様子、心地好い風
に吹かれながら次は何を作ろう等々考えてる時間、工房での会
話、毎日の忙しさを忘れる事の出来る、唯一の至福の時間で
す。皆様のお陰で楽しく創る事が出来ました。
　ありがとうございました。

「五月の手紙」　大竹夏子さん

　この度は市展賞をいただき、誠にありがとうございます。昨年
の春から始めた絵を描くことは、私の生活の一部となっていま
す。そしてそれは、以前なら見過ごしてしまっていた日常の中に
ある光や影、物の成り立ちなど、たくさんの事を気付かせてくれ
ます。この作品も山道を散歩している時にふと空を見上げたら、
木の枝がお互いに呼び合っているように映り、葉と葉が手紙に
なったら素敵かなと思い、イメージを膨らませて描きました。
　これからも、日常のきらめきを大切に、私らしく描きたいと思
います。そして、いつも見てくれる皆様方、本当にありがとうご
ざいます。

工　芸
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市展賞受賞作品第54回
　11月3日（木・祝）から11月7日（月）まで第54回市展（加茂市美術展）が市民体育館で開催さ
れました。会期中には大勢の方からご来場いただきました。ここでは市展賞入賞作品の紙上紹介と、
作者からのコメントを頂きましたので掲載いたします。他受賞作品については市展（冊子）をご覧く
ださい。冊子は市役所４階社会教育課にあります。 問　社会教育課（☎内線461）

日本画 「利久梅」　中野千佳子さん

　春庭の利久梅に、白い花が咲きます。この花の美
しさを絵にしようと、スケッチをくり返しました。
　七月に指導を受けた先生が亡くなられました。
「先生のやさしい色づかい」で利久梅を描き、賞を
頂くことができました。感謝申し上げます。これか
らも花の絵を、描いていこうと思っています。

彫　刻 「江戸のたより」　永井文子さん

　市展賞を頂き大変光栄に思います。貝をモチーフにして土
台を作り古い昔の文字の入った和紙を何枚も張り重ねまし
た。貝の中から遠い江戸時代の声が聞こえて来るかのような
イメージを持ちました。また次回もこれを励みに作品を作り
たいと思います。有難うございました。

写　真
「朱連の結界」　長谷川明さん

　退職記念に子供たちからプレゼントされたミラー
レス一眼カメラが私の写真ライフの始まりです。
　その後、山登りで撮った写真をコンテストに応募
し始め、幾つか入賞した山の作品もありますが、街
なかのスナップ写真での受賞は初めて。それも市展
賞です。
　撮影地の稲荷神社や、これまで指導してくださっ
た皆様に感謝申し上げます。
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（
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（
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技
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団
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す。皆様のお陰で楽しく創る事が出来ました。
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「五月の手紙」　大竹夏子さん

　この度は市展賞をいただき、誠にありがとうございます。昨年
の春から始めた絵を描くことは、私の生活の一部となっていま
す。そしてそれは、以前なら見過ごしてしまっていた日常の中に
ある光や影、物の成り立ちなど、たくさんの事を気付かせてくれ
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歯
　
の
　
健
　
康

　
さ
て
、
い
き
な
り
ク
イ
ズ
で
す
。「
全
身
に

金
粉
を
塗
ら
れ
た
人
間
は
、
皮
膚
呼
吸
が
で

き
な
く
な
っ
て
ど
の
く
ら
い
で
死
ん
で
し
ま

う
で
し
ょ
う
か
？
」
シ
ニ
ア
の
方
な
ら
映
画

０
０
７
を
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。
０
０
７

ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
ガ
ー
で
は
、
悪
の
組
織
を

裏
切
っ
た
女
性
が
全
身
に
金
粉
を
塗
ら
れ
て

殺
さ
れ
ま
し
た
。
ヒ
ト
は
皮
膚
呼
吸
を
し
て

い
て
そ
れ
を
遮
断
さ
れ
る
と
死
ん
で
し
ま
う

ん
だ
と
、
当
時
子
供
だ
っ
た
私
は
恐
ろ
し
く

思
っ
た
も
の
で
す
。
さ
て
ク
イ
ズ
の
答
え
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
全
身
に
塗
り

た
く
ら
れ
て
も
そ
ん
な
に
早
く
死
ぬ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
じ
ゃ
あ
１
日
く
ら
い
？

正
解
は
、「
死
ぬ
こ
と
は
な
い
」
で
す
。
ヒ
ト

は
皮
膚
で
呼
吸
を
し
て
い
な
い
の
で
、
ど
ん

な
に
金
粉
を
塗
ら
れ
て
も
死
に
ま
せ
ん
。
ヒ

ト
は
鼻
と
口
で
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
、
皮
膚

で
は
呼
吸
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
鼻
で

息
を
す
る
の
と
口
で
息
を
す
る
の
と
で
は
、

全
然
違
う
ん
で
す
。

　「
呼
吸
の
仕
方
な
ん
か
気
に
し
た
事
が
な

い
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

口
呼
吸
が
自
然
と
癖
に
な
っ
て
い
る
場
合「
よ

鼻
呼
吸
と
口
呼
吸
は
ど
こ
が
違
う

の
？

そ
の
お
口
の
癖
、
か
ら
だ
に
良
く
な
い
か
も

０
０
７
に
も
登
場
し
た
○
○
呼
吸

し
！
鼻
で
呼
吸
し
よ
う
！
」
と
ま
で
は
思
わ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
口
呼
吸
」

に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
鼻
か
ら
息
を
し
て
も
口
か
ら
息
を
し

て
も
、
肺
に
酸
素
が
入
る
の
は
同
じ
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
よ
ね
、
身
体
に
と
っ
て
は
肺
に

空
気
が
届
く
ま
で
ど
こ
を
通
っ
て
い
く
か
が
問

題
と
な
る
の
で
す
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
お
口

の
癖
」
と
は
口
呼
吸
の
こ
と
で
す
。「
口
呼
吸

を
や
め
る
と
口
周
り
の
不
快
症
状
、
そ
し
て
慢

性
疾
患
が
快
方
に
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
本
日
の
お
話
の
内
容
で
す
。
な
お

こ
こ
で
お
話
し
す
る
口
呼
吸
と
は
鼻
づ
ま
り
の

な
い
習
慣
性
口
呼
吸
の
こ
と
で
す
。
耳
鼻
科
領

域
の
鼻
閉
に
よ
る
鼻
呼
吸
障
害
は
こ
こ
で
い
う

口
呼
吸
に
は
含
み
ま
せ
ん
。

　
ヒ
ト
の
一
日
の
呼
吸
回
数
は
２
万
回
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
１
万
リ
ッ
ト
ル
、

６
階
建
て
の
ビ
ル
１
棟
ほ
ど
の
空
気
量
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
空
気
を
吸
い
込
む
と

な
る
と
、
や
は
り
き
れ
い
な
空
気
を
吸
い
た

い
も
の
で
す
。
鼻
呼
吸
で
は
物
理
的
・
科
学

的
そ
し
て
生
物
学
的
に
バ
リ
ア
が
機
能
し
て

い
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
の
ば
い
菌

は
フ
ィ
ル
タ
ー
に
引
っ
か
か
り
漉
し
取
れ
ま

す
。
し
か
し
PM
２
・
５
ほ
ど
の
小
さ
さ
に
な

る
と
素
通
り
し
て
し
ま
い
、
心
身
へ
の
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ
す
が
に
鼻
呼
吸
で

も
そ
こ
ま
で
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

な
ん
で
も
素
通
り
し
て
し
ま
う
口
呼
吸
に
比

べ
れ
ば
あ
る
程
度
は
防
御
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
手
を
温
め
る
に
は
口
か
ら
息
を
吐
き
か

け
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
口
か
ら
吐
い
た
息
の

方
が
鼻
か
ら
の
息
よ
り
も
、
温
度
が
高
く
水

分
も
多
く
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
口
か
ら

息
を
吐
く
こ
と
で
熱
量(

エ
ネ
ル
ギ
ー)

と

水
分
を
喪
失
し
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
自
覚
で
き
な
い
口
呼
吸

口
呼
吸
の
弊
害

　
で
は
実
際
に
何
割
の
人
が
口
呼
吸
を
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
は
っ
き
り
と
わ
か

っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
自
覚
し
て
い
る
人
は
２

割
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
の
「
口
呼

吸
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
習
慣
的
に
口
で
息
を

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ス
テ
イ

ン(

歯
の
汚
れ)

の
付
き
方
と
か
舌
に
つ
い
た

歯
型
の
圧
痕
と
か
、
歯
科
医
が
診
察
中
に
気

づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
口
呼
吸
に
よ
る
弊
害
に
は
ど
う
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
？

①
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
い
　
②
口

臭
の
原
因
に
な
る
　
③
歯
並
び
が
悪
く
な
る

④
風
邪
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
⑤
老

化
を
促
進
す
る
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①
②「
唾
液
」
に
は
、
口
腔
内
の
細
菌
を
や

っ
つ
け
た
り
、
汚
れ
を
洗
い
流
し
た
り
す
る

な
ど
の
様
々
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
口
の
中

は
唾
液
が
常
に
出
て
い
る
状
態
が
正
常
で
す

が
、
口
呼
吸
を
し
て
い
る
と
口
の
中
が
乾
燥

し
、
唾
液
が
う
ま
く
ま
わ
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原

因
菌
も
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
に
汚
れ
が
つ
き
や
す
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
歯
の
黄
ば
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
。③

そ
し
て
歯
並
び
で
す
が
、
歯
は
〈
内
側
か
ら

の
舌
に
よ
る
圧
力
〉
と
〈
外
側
か
ら
の
唇
や

頬
の
筋
肉
か
ら
の
圧
力
〉
の
均
衡
が
取
れ
る

位
置
に
自
然
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
慢
性
的
に
口
呼
吸
の
状
態
が
続
く
と
、

唇
や
頬
の
筋
肉
に
よ
る〈
外
側
か
ら
の
圧
力
〉

口呼吸チェックリスト
・口が半開きになる
・睡眠時にいびきをかく、歯ぎしりをする
・朝起きた時口が渇いている、のどがヒリヒリする
・唇がよく乾く
・口を閉じるとあごに梅干し状のシワができる
・ヨダレがたれてしまう
・食事の時にクチャクチャ音を立てる
・口臭が気になる、口臭がするといわれる
・口内炎が出来やすい
・風邪を引きやすい
・前歯が出ていて口を閉じにくい状態にある
・激しいスポーツをしている

令
和
４
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
５

位
）

■
卓
球
競
技
▼
篠
原
杏
奈
（
２
０
２
１

年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ

ト
の
部
）
出
場
）
▼
番
場
心
海
（
２
０

２
１
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ

デ
ッ
ト
の
部
）
出
場
）
▼
篠
原
新
（
２

０
２
２
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）

予
選
リ
ー
グ
１
位
）
▼
松
澤
和
咲
（
第

53
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会
出
場
）

■
空
手
道
▼
鈴
木
紗
栄
（
第
55
回
新
潟

県
空
手
道
選
手
権
大
会
中
学
２
年
女
子

組
手
３
位
）

■
体
操
競
技
▼
齋
藤
俊
（
令
和
４
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
兼
全
国

高
等
学
校
体
操
競
技
大
会
出
場
）
▼
五

十
嵐
大
都
（
令
和
３
年
度
北
信
越
ジ
ュ

ニ
ア
体
操
選
手
権
大
会
団
体
総
合
１
位

（
新
潟
県
代
表
）
）
▼
滋
野
由
（
令
和

４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
体
操
競
技
大
会
段
違
い
平
行
棒
３

位
）
▼
飯
岡
颯
真
（
令
和
４
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
２
位
、

個
人
総
合
３
位
）
▼
枝
村
大
和
（
令
和

４
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会

ゆ
か
１
位
）
▼
坂
上
に
こ
（
令
和
４
年

度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
跳
馬

３
位
、
段
違
い
平
行
棒
３
位
、
ゆ
か
３

位
）
▼
片
上
伊
吹
（
第
76
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
７
位
）

▼
佐
藤
元
（
第
76
回
全
日
本
学
生
体
操

競
技
選
手
権
大
会
つ
り
輪
２
位
、
平
行

棒
２
位
）
▼
田
邉
奏
佑
（
第
43
回
北
信

越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競
技
個

人
総
合
14
位
）

■
新
体
操
▼
斉
藤
柚
羽
（
２
０
２
１
北

信
越
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
選
手
権
大
会
新
体

操
新
潟
県
予
選
会
Ａ
競
技
総
合
２
位
）

▼
小
林
心
結
（
第
52
回
新
潟
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
新
体
操
大
会
個
人
総
合

５
位
、
種
目
別
リ
ボ
ン
３
位
）

受章おめでとうございます

優秀競技者章(団体)を代表して登壇した知野こまりさん(加茂JVC）

優秀競技者章（個人）を代表して登壇した鶴巻陽太さん

謝辞を述べる小柳良作さん

市展賞受賞作品第54回
　11月3日（木・祝）から11月7日（月）まで第54回市展（加茂市美術展）が市民体育館で開催さ
れました。会期中には大勢の方からご来場いただきました。ここでは市展賞入賞作品の紙上紹介と、
作者からのコメントを頂きましたので掲載いたします。他受賞作品については市展（冊子）をご覧く
ださい。冊子は市役所４階社会教育課にあります。 問　社会教育課（☎内線461）

日本画 「利久梅」　中野千佳子さん

　春庭の利久梅に、白い花が咲きます。この花の美
しさを絵にしようと、スケッチをくり返しました。
　七月に指導を受けた先生が亡くなられました。
「先生のやさしい色づかい」で利久梅を描き、賞を
頂くことができました。感謝申し上げます。これか
らも花の絵を、描いていこうと思っています。

彫　刻 「江戸のたより」　永井文子さん

　市展賞を頂き大変光栄に思います。貝をモチーフにして土
台を作り古い昔の文字の入った和紙を何枚も張り重ねまし
た。貝の中から遠い江戸時代の声が聞こえて来るかのような
イメージを持ちました。また次回もこれを励みに作品を作り
たいと思います。有難うございました。

写　真
「朱連の結界」　長谷川明さん

　退職記念に子供たちからプレゼントされたミラー
レス一眼カメラが私の写真ライフの始まりです。
　その後、山登りで撮った写真をコンテストに応募
し始め、幾つか入賞した山の作品もありますが、街
なかのスナップ写真での受賞は初めて。それも市展
賞です。
　撮影地の稲荷神社や、これまで指導してくださっ
た皆様に感謝申し上げます。
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令和４年度令和４年度
加茂市スポーツ協会　表彰式加茂市スポーツ協会　表彰式

　
10
月
28
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
新
型
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
多
く
の

関
係
者
が
参
加
す
る
加
茂
市
総
合
体
育

大
会
の
開
会
式
は
行
わ
ず
、
表
彰
式
の

み
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
密
を

避
け
る
た
め
に
、
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
（
３

人
）
、
優
秀
指
導
者
（
１
人
）
と
優
秀

競
技
者
（
６
団
体
、
25
名
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
章
】

▼
石
澤
武
男
（
多
年
に
わ
た
り
加
茂
市

野
球
連
盟
の
運
営
を
支
え
、
若
手
審
判

員
の
指
導
・
育
成
に
も
尽
力
）
▼
外
山

八
須
枝
（
多
年
に
わ
た
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
普
及
促
進
・
初
心
者
指
導
に
尽

力
）
▼
小
柳
良
作
（
加
茂
山
岳
会
に
在

籍
し
多
年
に
わ
た
り
粟
ヶ
岳
を
中
心
に

登
山
道
整
備
、
山
小
屋
の
維
持
管
理
な

ど
を
継
続
し
て
取
り
組
み
、
遭
難
事
故

の
際
に
は
情
報
提
供
や
捜
索
支
援
に
も

尽
力
）

【
優
秀
指
導
者
章
】

▼
松
澤
和
彦
（
自
身
が
指
導
育
成
に
携

わ
る
選
手
が
、
令
和
４
年
度
新
潟
県
中

学
校
総
合
体
育
大
会
卓
球
大
会
に
お
い

て
団
体
第
２
位
と
な
る
な
ど
、
選
手
の

指
導
育
成
に
尽
力
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
団
体
）
】

▼
加
茂
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
第
42
回
全
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
新
潟
県
大
会

優
勝
）
▼
加
茂
市
立
若
宮
中
学
校
卓
球

部
（
第
23
回
全
国
中
学
選
抜
卓
球
大
会

予
選
リ
ー
グ
２
位
）
▼
加
茂
体
操
ク
ラ

ブ
小
学
生
男
子
（
令
和
３
年
度
新
潟
県

体
操
競
技
ジ
ュ
ニ
ア
新
人
大
会
兼
全
国

小
学
生
大
会
新
潟
県
予
選
会
団
体
総
合

３
位
）
▼
新
潟
県
立
加
茂
高
等
学
校
体

操
部
（
令
和
４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
大
会
団
体
総

合
２
位
）
▼
新
潟
経
営
大
学
体
操
競
技

部
（
第
76
回
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選

手
権
大
会
団
体
総
合
８
位
）
▼
加
茂
市

立
若
宮
中
学
校
体
操
部
（
第
53
回
新
潟

県
総
合
体
育
大
会
体
操
競
技
男
子
団
体

総
合
２
位
）

【
優
秀
競
技
者
章
（
個
人
）
】

■
ス
キ
ー
▼
阿
部
勝
男
（
第
46
回
全
日

本
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
秋
田
た
ざ
わ
湖

大
会
Ｂ
グ
ル
ー
プ
男
子
85
歳
以
上
５

位
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
▼
前
山
愛
（
令
和
４

年
第
43
回
北
信
越
国
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技
（
成
年
女
子
）
優
勝
）

■
陸
上
競
技
▼
鶴
巻
陽
太
（
２
０
２
２

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競

技
大
会
100
ｍ
決
勝
６
位
）
▼
皆
川
武
蔵

（
２
０
２
２
北
信
越
高
等
学
校
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
５
千
ｍ
決
勝
19

位
）
▼
亀
山
翼
（
２
０
２
２
北
信
越
高

等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
800

ｍ
予
選
５
組
５
着
）
▼
捧
颯
汰
（
第
12

回
新
潟
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
小
学

６
年
男
子
100
ｍ
２
位
）
▼
鶴
巻
来
音

（
令
和
４
年
度
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
新

潟
県
予
選
会
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス

ロ
ー
第
１
位
）
▼
齋
藤
優
也
（
第
70
回

新
潟
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
砲
丸
投

２
位
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
矢
部
童
夢
（
全
国

スポーツ功労者章を受けた小柳良作さん
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歯
　
の
　
健
　
康

　
さ
て
、
い
き
な
り
ク
イ
ズ
で
す
。「
全
身
に

金
粉
を
塗
ら
れ
た
人
間
は
、
皮
膚
呼
吸
が
で

き
な
く
な
っ
て
ど
の
く
ら
い
で
死
ん
で
し
ま

う
で
し
ょ
う
か
？
」
シ
ニ
ア
の
方
な
ら
映
画

０
０
７
を
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。
０
０
７

ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
ガ
ー
で
は
、
悪
の
組
織
を

裏
切
っ
た
女
性
が
全
身
に
金
粉
を
塗
ら
れ
て

殺
さ
れ
ま
し
た
。
ヒ
ト
は
皮
膚
呼
吸
を
し
て

い
て
そ
れ
を
遮
断
さ
れ
る
と
死
ん
で
し
ま
う

ん
だ
と
、
当
時
子
供
だ
っ
た
私
は
恐
ろ
し
く

思
っ
た
も
の
で
す
。
さ
て
ク
イ
ズ
の
答
え
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
全
身
に
塗
り

た
く
ら
れ
て
も
そ
ん
な
に
早
く
死
ぬ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
じ
ゃ
あ
１
日
く
ら
い
？

正
解
は
、「
死
ぬ
こ
と
は
な
い
」
で
す
。
ヒ
ト

は
皮
膚
で
呼
吸
を
し
て
い
な
い
の
で
、
ど
ん

な
に
金
粉
を
塗
ら
れ
て
も
死
に
ま
せ
ん
。
ヒ

ト
は
鼻
と
口
で
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
、
皮
膚

で
は
呼
吸
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
鼻
で

息
を
す
る
の
と
口
で
息
を
す
る
の
と
で
は
、

全
然
違
う
ん
で
す
。

　「
呼
吸
の
仕
方
な
ん
か
気
に
し
た
事
が
な

い
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

口
呼
吸
が
自
然
と
癖
に
な
っ
て
い
る
場
合「
よ

鼻
呼
吸
と
口
呼
吸
は
ど
こ
が
違
う

の
？

そ
の
お
口
の
癖
、
か
ら
だ
に
良
く
な
い
か
も

０
０
７
に
も
登
場
し
た
○
○
呼
吸

し
！
鼻
で
呼
吸
し
よ
う
！
」
と
ま
で
は
思
わ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
口
呼
吸
」

に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
鼻
か
ら
息
を
し
て
も
口
か
ら
息
を
し

て
も
、
肺
に
酸
素
が
入
る
の
は
同
じ
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
よ
ね
、
身
体
に
と
っ
て
は
肺
に

空
気
が
届
く
ま
で
ど
こ
を
通
っ
て
い
く
か
が
問

題
と
な
る
の
で
す
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
お
口

の
癖
」
と
は
口
呼
吸
の
こ
と
で
す
。「
口
呼
吸

を
や
め
る
と
口
周
り
の
不
快
症
状
、
そ
し
て
慢

性
疾
患
が
快
方
に
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
本
日
の
お
話
の
内
容
で
す
。
な
お

こ
こ
で
お
話
し
す
る
口
呼
吸
と
は
鼻
づ
ま
り
の

な
い
習
慣
性
口
呼
吸
の
こ
と
で
す
。
耳
鼻
科
領

域
の
鼻
閉
に
よ
る
鼻
呼
吸
障
害
は
こ
こ
で
い
う

口
呼
吸
に
は
含
み
ま
せ
ん
。

　
ヒ
ト
の
一
日
の
呼
吸
回
数
は
２
万
回
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
１
万
リ
ッ
ト
ル
、

６
階
建
て
の
ビ
ル
１
棟
ほ
ど
の
空
気
量
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
空
気
を
吸
い
込
む
と

な
る
と
、
や
は
り
き
れ
い
な
空
気
を
吸
い
た

い
も
の
で
す
。
鼻
呼
吸
で
は
物
理
的
・
科
学

的
そ
し
て
生
物
学
的
に
バ
リ
ア
が
機
能
し
て

い
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
の
ば
い
菌

は
フ
ィ
ル
タ
ー
に
引
っ
か
か
り
漉
し
取
れ
ま

す
。
し
か
し
PM
２
・
５
ほ
ど
の
小
さ
さ
に
な

る
と
素
通
り
し
て
し
ま
い
、
心
身
へ
の
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ
す
が
に
鼻
呼
吸
で

も
そ
こ
ま
で
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

な
ん
で
も
素
通
り
し
て
し
ま
う
口
呼
吸
に
比

べ
れ
ば
あ
る
程
度
は
防
御
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
手
を
温
め
る
に
は
口
か
ら
息
を
吐
き
か

け
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
口
か
ら
吐
い
た
息
の

方
が
鼻
か
ら
の
息
よ
り
も
、
温
度
が
高
く
水

分
も
多
く
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
口
か
ら

息
を
吐
く
こ
と
で
熱
量(

エ
ネ
ル
ギ
ー)

と

水
分
を
喪
失
し
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
自
覚
で
き
な
い
口
呼
吸

口
呼
吸
の
弊
害

　
で
は
実
際
に
何
割
の
人
が
口
呼
吸
を
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
は
っ
き
り
と
わ
か

っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
自
覚
し
て
い
る
人
は
２

割
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
の
「
口
呼

吸
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
習
慣
的
に
口
で
息
を

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ス
テ
イ

ン(

歯
の
汚
れ)

の
付
き
方
と
か
舌
に
つ
い
た

歯
型
の
圧
痕
と
か
、
歯
科
医
が
診
察
中
に
気

づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
口
呼
吸
に
よ
る
弊
害
に
は
ど
う
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
？

①
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
い
　
②
口

臭
の
原
因
に
な
る
　
③
歯
並
び
が
悪
く
な
る

④
風
邪
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
⑤
老

化
を
促
進
す
る
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①
②「
唾
液
」
に
は
、
口
腔
内
の
細
菌
を
や

っ
つ
け
た
り
、
汚
れ
を
洗
い
流
し
た
り
す
る

な
ど
の
様
々
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
口
の
中

は
唾
液
が
常
に
出
て
い
る
状
態
が
正
常
で
す

が
、
口
呼
吸
を
し
て
い
る
と
口
の
中
が
乾
燥

し
、
唾
液
が
う
ま
く
ま
わ
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原

因
菌
も
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
に
汚
れ
が
つ
き
や
す
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
歯
の
黄
ば
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
。③

そ
し
て
歯
並
び
で
す
が
、
歯
は
〈
内
側
か
ら

の
舌
に
よ
る
圧
力
〉
と
〈
外
側
か
ら
の
唇
や

頬
の
筋
肉
か
ら
の
圧
力
〉
の
均
衡
が
取
れ
る

位
置
に
自
然
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
慢
性
的
に
口
呼
吸
の
状
態
が
続
く
と
、

唇
や
頬
の
筋
肉
に
よ
る〈
外
側
か
ら
の
圧
力
〉

口呼吸チェックリスト
・口が半開きになる
・睡眠時にいびきをかく、歯ぎしりをする
・朝起きた時口が渇いている、のどがヒリヒリする
・唇がよく乾く
・口を閉じるとあごに梅干し状のシワができる
・ヨダレがたれてしまう
・食事の時にクチャクチャ音を立てる
・口臭が気になる、口臭がするといわれる
・口内炎が出来やすい
・風邪を引きやすい
・前歯が出ていて口を閉じにくい状態にある
・激しいスポーツをしている

令
和
４
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
５

位
）

■
卓
球
競
技
▼
篠
原
杏
奈
（
２
０
２
１

年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ

ト
の
部
）
出
場
）
▼
番
場
心
海
（
２
０

２
１
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ

デ
ッ
ト
の
部
）
出
場
）
▼
篠
原
新
（
２

０
２
２
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）

予
選
リ
ー
グ
１
位
）
▼
松
澤
和
咲
（
第

53
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会
出
場
）

■
空
手
道
▼
鈴
木
紗
栄
（
第
55
回
新
潟

県
空
手
道
選
手
権
大
会
中
学
２
年
女
子

組
手
３
位
）

■
体
操
競
技
▼
齋
藤
俊
（
令
和
４
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
兼
全
国

高
等
学
校
体
操
競
技
大
会
出
場
）
▼
五

十
嵐
大
都
（
令
和
３
年
度
北
信
越
ジ
ュ

ニ
ア
体
操
選
手
権
大
会
団
体
総
合
１
位

（
新
潟
県
代
表
）
）
▼
滋
野
由
（
令
和

４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
体
操
競
技
大
会
段
違
い
平
行
棒
３

位
）
▼
飯
岡
颯
真
（
令
和
４
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
２
位
、

個
人
総
合
３
位
）
▼
枝
村
大
和
（
令
和

４
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会

ゆ
か
１
位
）
▼
坂
上
に
こ
（
令
和
４
年

度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
跳
馬

３
位
、
段
違
い
平
行
棒
３
位
、
ゆ
か
３

位
）
▼
片
上
伊
吹
（
第
76
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
７
位
）

▼
佐
藤
元
（
第
76
回
全
日
本
学
生
体
操

競
技
選
手
権
大
会
つ
り
輪
２
位
、
平
行

棒
２
位
）
▼
田
邉
奏
佑
（
第
43
回
北
信

越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競
技
個

人
総
合
14
位
）

■
新
体
操
▼
斉
藤
柚
羽
（
２
０
２
１
北

信
越
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
選
手
権
大
会
新
体

操
新
潟
県
予
選
会
Ａ
競
技
総
合
２
位
）

▼
小
林
心
結
（
第
52
回
新
潟
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
新
体
操
大
会
個
人
総
合

５
位
、
種
目
別
リ
ボ
ン
３
位
）

受章おめでとうございます

優秀競技者章(団体)を代表して登壇した知野こまりさん(加茂JVC）

優秀競技者章（個人）を代表して登壇した鶴巻陽太さん

謝辞を述べる小柳良作さん
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
加茂市２人目の地域おこし協力隊！(10/14)
　加茂市２人目の地域おこし協力隊に、新発田市
出身の久保政貴さんが着任しました。久保さんは
社会福祉協議会に配属され、福祉の分野で尽力し
てくださるそうです。久保さん、よろしくお願い
します。

まち歩き魅力発見ワークショップ（10/19）
　住民が楽しみながら運動習慣を定着させる仕組みづくりを考
えるためのワークショップである令和４年度「まち歩き魅力発見
ワークショップ」の第２回が、19日（水）午後６時30分から市
役所３階会議室で行われました。
　参加者は４班に分かれ、第１回ワークショップでブラッシュ
アップしたコース（４つ）を実際に歩いてみた感想や気づいた点
を１つの模造紙にまとめ、発表しました。
　今後のワークショップでは日常的にコースを歩いてもらうた
めの仕組みづくりを考え、実施することを目標にしています。

【有料広告】

まさ  たか

「加茂川の鯉のぼりに」加茂高校生が募金（10/21）
　２１日（金）に、加茂高校ボランティア部（部員13名）
の代表（髙地真門さん、樋口比菜多さん）が、加茂高マルシェ
で「加茂川の鯉のぼりのために使ってもらうため」に集め
た募金を、藤田市長へ手渡しました。
　マルシェ当日は模造紙で作った大きな鯉のぼりの型紙
に、募金をした人が鱗を貼り付けていくことで一つの大き
な鯉のぼりになるという仕掛けをつくり、最終的に44，097円の募金が集まりました。

歯
　
の
　
健
　
康

が
な
い
分
、
出
っ
歯
や
受
け
口
な
ど
の
原
因

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。④
ま

た
、
口
呼
吸
だ
と
、
風
邪
や
感
染
症
・
ア
レ

ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
こ
と
は
、
フ
ィ
ル
タ

ー
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
た
と
お
り
で
す
。⑤

最
後
に
老
化
に
つ
い
て
で
す
が
、
口
呼
吸
で

は
口
周
り
の
筋
肉
が
常
に
緩
ん
だ
状
態
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
使
わ
な
い
筋
肉
は
だ
ん
だ

ん
衰
え
て
き
ま
す
。
口
周
り
の
筋
肉
（
口
輪

筋
）
が
緩
む
と
、
周
囲
の
表
情
筋
も
緩
み
、

そ
れ
が
皮
膚
の
緩
み
に
も
繋
が
り
ま
す
。
表

情
筋
か
ら
お
こ
る
皮
膚
の
緩
み
は
、
目
元
や

口
元
の
皺
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
舌
を
支
え
て
い
る
筋
肉
も
衰
え
る
た

め
、
二
重
あ
ご
や
い
び
き
の
発
生
原
因
に
も

な
っ
て
き
ま
す
。

　
口
の
中
に
は
常
に
様
々
な
細
菌（
常
在
菌
）

が
存
在
し
、
外
部
の
病
原
菌
の
侵
入
を
防
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
常
在
菌
に
は

本
来
外
敵
を
排
除
す
る
免
疫
反
応
は
働
か
な

い
の
で
す
が
、
免
疫
反
応
が
出
て
し
ま
う
人

が
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
臓
器
を
傷
つ
け
る

抗
体
や
リ
ン
パ
球
な
ど
が
放
出
さ
れ
、
血
流

に
の
っ
て
腎
臓
や
骨
・
関
節
、
皮
膚
な
ど
を

傷
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
、

『
病
巣
疾
患
』
と
い
い
ま
す
。
へ
ん
と
う
炎

や
歯
周
炎
な
ど
に
よ
っ
て
腎
臓
や
骨
・
関
節
、

皮
膚
の
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
病
が
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
何
回
も
お
話
し

し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
口
呼
吸
に
よ

っ
て
、
の
ど
の
奥
（
上
咽
頭
）
に
炎
症
を
起

そ
し
て
さ
ら
に…

「
病
巣
疾
患
」!?

こ
し
て
い
る
場
合
も
様
々
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
疑
っ

て
皮
膚
科
か
ら
歯
科
に
紹
介
さ
れ
る
疾
患
に

掌
蹠
膿
疱
症
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
歯

科
と
し
て
は
、
口
の
中
の
金
属
の
詰
め
物
を

非
金
属
に
換
え
て
い
く
の
で
す
が
、
あ
ま
り

改
善
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

場
合
は
、
だ
い
た
い
口
呼
吸
を
し
て
い
る
患

者
さ
ん
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
の
ど
の
奥
の
炎

症
（
病
巣
疾
患
）
が
手
の
ひ
ら
に
水
ぶ
く
れ

を
作
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

口
呼
吸
を
ど
う
や
っ
て
直
す
か
？

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
で
、「
口
呼
吸
は
絶
対

や
め
た
い
！
」
と
思
っ
た
で
し
ょ
？
そ
も
そ

も
鼻
が
詰
ま
っ
て
い
て
鼻
呼
吸
が
で
き
な
い

と
い
う
方
は
、
ま
ず
は
耳
鼻
科
で
し
っ
か
り

鼻
づ
ま
り
を
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。
前
述
の

「
口
呼
吸
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
、
心
当
た

り
の
あ
る
人
は
、
口
呼
吸
が
癖
に
な
っ
て
い

る
方
で
す
。
こ
の
場
合
は
意
識
し
て
鼻
で
呼

吸
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
り
、
マ
ウ
ス
テ
ー

プ
な
ど
で
上
下
の
唇
を
止
め
、
機
械
的
に
上

下
の
唇
を
閉
じ
、
筋
肉
を
鍛
え
て
い
く
と
い

う
方
法
で
改
善
で
き
ま
す
。
最
近
で
は
口
呼

吸
の
予
防
グ
ッ
ズ
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
利
用
す
る
の

も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

マ
ウ
ス
テ
ー
プ（
口
と
じ
テ
ー
プ
）

の
す
す
め

　
口
に
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
寝
る
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
歯

周
病
治
療
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
一
環
と

し
て
就
寝
前
の
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
（
口
閉
じ
テ

ー
プ
）
を
勧
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
マ
ウ

ス
テ
ー
プ
は
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
簡
単
な
予

防
医
療
と
考
え
て
い
ま
す
。
寝
て
い
る
時
の

姿
勢
、
恰
好
、
状
態
は
自
分
で
は
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
昼
日
中
か
ら
口
呼
吸
を
さ
れ
て

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
就
寝
中
に
は

全
身
の
筋
肉
が
緩
ま
り
、
体
の
代
謝
も
下
が

っ
て
し
ま
う
た
め
に
、①
口
が
開
き
や
す
い

②
唾
液
量
が
激
減
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
現

象
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ

マ
ウ
ス
、
い
び
き
、
歯
周
病
の
悪
化
、
口
臭
、

無
呼
吸
症
、
病
巣
疾
患
な
ど
を
引
き
起
こ
す

こ
と
は
前
述
の
通
り
で
す
。
口
の
中
が
乾
き

や
す
く
な
り
、
口
の
衛
生
状
態
を
き
ち
ん
と

保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
こ
ろ
を
、
マ
ウ

ス
テ
ー
プ
で
就
寝
中
の
鼻
呼
吸
を
促
し
て
口

腔
内
状
態
を
改
善
し
ま
す
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
に
は
専
用
テ
ー
プ
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
若
干
高
価
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど

の
様
な
テ
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
お
肌

が
弱
い
と
い
う
方
は
肌
に
優
し
い
テ
ー
プ
、

ま
た
は
赤
ち
ゃ
ん
用
の
テ
ー
プ
を
利
用
し
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
は
口
に
貼
る
前

に
一
度
ほ
か
の
場
所
に
貼
っ
て
粘
着
力
を
落

と
し
て
か
ら
貼
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
テ

ー
プ
の
貼
り
方
は
唇
に
縦
に
一
本
で
す
。
こ

の
貼
り
方
だ
と
、
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
時

に
隙
間
か
ら
呼
気
が
逃
げ
ま
す
か
ら
、
鼓
膜

を
痛
め
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
き

つ
く
貼
り
付
け
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
（
口
閉
じ
テ
ー
プ
）
の
効

果
・
利
点
と
し
て
は
、①
風
邪
を
引
き
に
く

く
な
る
②
い
び
き
が
減
る
③
口
が
渇
か
な
く

な
る
④
目
覚
め
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
⑤
肌
の
調

子
が
よ
く
な
る
⑥
夜
間
尿
が
減
る
⑦
高
血
圧

が
改
善
、
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
テ
ー
プ
に
頼
ら
な
く
て

も
口
を
閉
じ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
口
周
り

の
筋
肉
・
舌
の
筋
ト
レ
を
し
ま
し
ょ
う
。
筋

ト
レ
と
し
て
は
た
と
え
ば
、
以
前
ご
紹
介
し

ま
し
た
「
あ
い
う
べ
体
操
」
な
ど
で
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
口
呼
吸
を
止
め
る

こ
と
で
、
も
し
か
し
た
ら
長
年
悩
ん
で
き
た

い
ろ
い
ろ
な
不
快
症
状
が
改
善
す
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
、
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
？

　
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
で
効
果
が
現
れ
た
ら
、
あ

い
う
べ
体
操
で
筋
ト
レ
を
！！

参
考
書
籍
：『
鼻
呼
吸
、
歯
医
者
さ
ん
の
知

り
た
い
と
こ
ろ
が
ま
る
わ
か
り
』今
井
一
彰
、

イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
出
版
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社

協
力
：
加
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市
歯
科
医
師
会

び
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さ
て
、
い
き
な
り
ク
イ
ズ
で
す
。「
全
身
に

金
粉
を
塗
ら
れ
た
人
間
は
、
皮
膚
呼
吸
が
で

き
な
く
な
っ
て
ど
の
く
ら
い
で
死
ん
で
し
ま

う
で
し
ょ
う
か
？
」
シ
ニ
ア
の
方
な
ら
映
画

０
０
７
を
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。
０
０
７

ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
ガ
ー
で
は
、
悪
の
組
織
を

裏
切
っ
た
女
性
が
全
身
に
金
粉
を
塗
ら
れ
て

殺
さ
れ
ま
し
た
。
ヒ
ト
は
皮
膚
呼
吸
を
し
て

い
て
そ
れ
を
遮
断
さ
れ
る
と
死
ん
で
し
ま
う

ん
だ
と
、
当
時
子
供
だ
っ
た
私
は
恐
ろ
し
く

思
っ
た
も
の
で
す
。
さ
て
ク
イ
ズ
の
答
え
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
全
身
に
塗
り

た
く
ら
れ
て
も
そ
ん
な
に
早
く
死
ぬ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
じ
ゃ
あ
１
日
く
ら
い
？

正
解
は
、「
死
ぬ
こ
と
は
な
い
」
で
す
。
ヒ
ト

は
皮
膚
で
呼
吸
を
し
て
い
な
い
の
で
、
ど
ん

な
に
金
粉
を
塗
ら
れ
て
も
死
に
ま
せ
ん
。
ヒ

ト
は
鼻
と
口
で
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
、
皮
膚

で
は
呼
吸
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
鼻
で

息
を
す
る
の
と
口
で
息
を
す
る
の
と
で
は
、

全
然
違
う
ん
で
す
。

　「
呼
吸
の
仕
方
な
ん
か
気
に
し
た
事
が
な

い
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

口
呼
吸
が
自
然
と
癖
に
な
っ
て
い
る
場
合「
よ

鼻
呼
吸
と
口
呼
吸
は
ど
こ
が
違
う

の
？

そ
の
お
口
の
癖
、
か
ら
だ
に
良
く
な
い
か
も

０
０
７
に
も
登
場
し
た
○
○
呼
吸

し
！
鼻
で
呼
吸
し
よ
う
！
」
と
ま
で
は
思
わ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
口
呼
吸
」

に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
鼻
か
ら
息
を
し
て
も
口
か
ら
息
を
し

て
も
、
肺
に
酸
素
が
入
る
の
は
同
じ
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
よ
ね
、
身
体
に
と
っ
て
は
肺
に

空
気
が
届
く
ま
で
ど
こ
を
通
っ
て
い
く
か
が
問

題
と
な
る
の
で
す
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
お
口

の
癖
」
と
は
口
呼
吸
の
こ
と
で
す
。「
口
呼
吸

を
や
め
る
と
口
周
り
の
不
快
症
状
、
そ
し
て
慢

性
疾
患
が
快
方
に
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
本
日
の
お
話
の
内
容
で
す
。
な
お

こ
こ
で
お
話
し
す
る
口
呼
吸
と
は
鼻
づ
ま
り
の

な
い
習
慣
性
口
呼
吸
の
こ
と
で
す
。
耳
鼻
科
領

域
の
鼻
閉
に
よ
る
鼻
呼
吸
障
害
は
こ
こ
で
い
う

口
呼
吸
に
は
含
み
ま
せ
ん
。

　
ヒ
ト
の
一
日
の
呼
吸
回
数
は
２
万
回
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
１
万
リ
ッ
ト
ル
、

６
階
建
て
の
ビ
ル
１
棟
ほ
ど
の
空
気
量
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
空
気
を
吸
い
込
む
と

な
る
と
、
や
は
り
き
れ
い
な
空
気
を
吸
い
た

い
も
の
で
す
。
鼻
呼
吸
で
は
物
理
的
・
科
学

的
そ
し
て
生
物
学
的
に
バ
リ
ア
が
機
能
し
て

い
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
の
ば
い
菌

は
フ
ィ
ル
タ
ー
に
引
っ
か
か
り
漉
し
取
れ
ま

す
。
し
か
し
PM
２
・
５
ほ
ど
の
小
さ
さ
に
な

る
と
素
通
り
し
て
し
ま
い
、
心
身
へ
の
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ
す
が
に
鼻
呼
吸
で

も
そ
こ
ま
で
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

な
ん
で
も
素
通
り
し
て
し
ま
う
口
呼
吸
に
比

べ
れ
ば
あ
る
程
度
は
防
御
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
手
を
温
め
る
に
は
口
か
ら
息
を
吐
き
か

け
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
口
か
ら
吐
い
た
息
の

方
が
鼻
か
ら
の
息
よ
り
も
、
温
度
が
高
く
水

分
も
多
く
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
口
か
ら

息
を
吐
く
こ
と
で
熱
量(

エ
ネ
ル
ギ
ー)

と

水
分
を
喪
失
し
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
自
覚
で
き
な
い
口
呼
吸

口
呼
吸
の
弊
害

　
で
は
実
際
に
何
割
の
人
が
口
呼
吸
を
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
は
っ
き
り
と
わ
か

っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
自
覚
し
て
い
る
人
は
２

割
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
の
「
口
呼

吸
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
習
慣
的
に
口
で
息
を

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ス
テ
イ

ン(

歯
の
汚
れ)

の
付
き
方
と
か
舌
に
つ
い
た

歯
型
の
圧
痕
と
か
、
歯
科
医
が
診
察
中
に
気

づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
口
呼
吸
に
よ
る
弊
害
に
は
ど
う
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
？

①
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
い
　
②
口

臭
の
原
因
に
な
る
　
③
歯
並
び
が
悪
く
な
る

④
風
邪
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
⑤
老

化
を
促
進
す
る
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①
②「
唾
液
」
に
は
、
口
腔
内
の
細
菌
を
や

っ
つ
け
た
り
、
汚
れ
を
洗
い
流
し
た
り
す
る

な
ど
の
様
々
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
口
の
中

は
唾
液
が
常
に
出
て
い
る
状
態
が
正
常
で
す

が
、
口
呼
吸
を
し
て
い
る
と
口
の
中
が
乾
燥

し
、
唾
液
が
う
ま
く
ま
わ
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原

因
菌
も
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
に
汚
れ
が
つ
き
や
す
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
歯
の
黄
ば
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
。③

そ
し
て
歯
並
び
で
す
が
、
歯
は
〈
内
側
か
ら

の
舌
に
よ
る
圧
力
〉
と
〈
外
側
か
ら
の
唇
や

頬
の
筋
肉
か
ら
の
圧
力
〉
の
均
衡
が
取
れ
る

位
置
に
自
然
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
慢
性
的
に
口
呼
吸
の
状
態
が
続
く
と
、

唇
や
頬
の
筋
肉
に
よ
る〈
外
側
か
ら
の
圧
力
〉

口呼吸チェックリスト
・口が半開きになる
・睡眠時にいびきをかく、歯ぎしりをする
・朝起きた時口が渇いている、のどがヒリヒリする
・唇がよく乾く
・口を閉じるとあごに梅干し状のシワができる
・ヨダレがたれてしまう
・食事の時にクチャクチャ音を立てる
・口臭が気になる、口臭がするといわれる
・口内炎が出来やすい
・風邪を引きやすい
・前歯が出ていて口を閉じにくい状態にある
・激しいスポーツをしている

令
和
４
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
５

位
）

■
卓
球
競
技
▼
篠
原
杏
奈
（
２
０
２
１

年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ

ト
の
部
）
出
場
）
▼
番
場
心
海
（
２
０

２
１
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ

デ
ッ
ト
の
部
）
出
場
）
▼
篠
原
新
（
２

０
２
２
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）

予
選
リ
ー
グ
１
位
）
▼
松
澤
和
咲
（
第

53
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会
出
場
）

■
空
手
道
▼
鈴
木
紗
栄
（
第
55
回
新
潟

県
空
手
道
選
手
権
大
会
中
学
２
年
女
子

組
手
３
位
）

■
体
操
競
技
▼
齋
藤
俊
（
令
和
４
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
兼
全
国

高
等
学
校
体
操
競
技
大
会
出
場
）
▼
五

十
嵐
大
都
（
令
和
３
年
度
北
信
越
ジ
ュ

ニ
ア
体
操
選
手
権
大
会
団
体
総
合
１
位

（
新
潟
県
代
表
）
）
▼
滋
野
由
（
令
和

４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
体
操
競
技
大
会
段
違
い
平
行
棒
３

位
）
▼
飯
岡
颯
真
（
令
和
４
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
２
位
、

個
人
総
合
３
位
）
▼
枝
村
大
和
（
令
和

４
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会

ゆ
か
１
位
）
▼
坂
上
に
こ
（
令
和
４
年

度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
跳
馬

３
位
、
段
違
い
平
行
棒
３
位
、
ゆ
か
３

位
）
▼
片
上
伊
吹
（
第
76
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
７
位
）

▼
佐
藤
元
（
第
76
回
全
日
本
学
生
体
操

競
技
選
手
権
大
会
つ
り
輪
２
位
、
平
行

棒
２
位
）
▼
田
邉
奏
佑
（
第
43
回
北
信

越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競
技
個

人
総
合
14
位
）

■
新
体
操
▼
斉
藤
柚
羽
（
２
０
２
１
北

信
越
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
選
手
権
大
会
新
体

操
新
潟
県
予
選
会
Ａ
競
技
総
合
２
位
）

▼
小
林
心
結
（
第
52
回
新
潟
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
新
体
操
大
会
個
人
総
合

５
位
、
種
目
別
リ
ボ
ン
３
位
）

受章おめでとうございます

優秀競技者章(団体)を代表して登壇した知野こまりさん(加茂JVC）

優秀競技者章（個人）を代表して登壇した鶴巻陽太さん

謝辞を述べる小柳良作さん
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
加茂市２人目の地域おこし協力隊！(10/14)
　加茂市２人目の地域おこし協力隊に、新発田市
出身の久保政貴さんが着任しました。久保さんは
社会福祉協議会に配属され、福祉の分野で尽力し
てくださるそうです。久保さん、よろしくお願い
します。

まち歩き魅力発見ワークショップ（10/19）
　住民が楽しみながら運動習慣を定着させる仕組みづくりを考
えるためのワークショップである令和４年度「まち歩き魅力発見
ワークショップ」の第２回が、19日（水）午後６時30分から市
役所３階会議室で行われました。
　参加者は４班に分かれ、第１回ワークショップでブラッシュ
アップしたコース（４つ）を実際に歩いてみた感想や気づいた点
を１つの模造紙にまとめ、発表しました。
　今後のワークショップでは日常的にコースを歩いてもらうた
めの仕組みづくりを考え、実施することを目標にしています。

【有料広告】

まさ  たか

「加茂川の鯉のぼりに」加茂高校生が募金（10/21）
　２１日（金）に、加茂高校ボランティア部（部員13名）
の代表（髙地真門さん、樋口比菜多さん）が、加茂高マルシェ
で「加茂川の鯉のぼりのために使ってもらうため」に集め
た募金を、藤田市長へ手渡しました。
　マルシェ当日は模造紙で作った大きな鯉のぼりの型紙
に、募金をした人が鱗を貼り付けていくことで一つの大き
な鯉のぼりになるという仕掛けをつくり、最終的に44，097円の募金が集まりました。

歯
　
の
　
健
　
康

が
な
い
分
、
出
っ
歯
や
受
け
口
な
ど
の
原
因

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。④
ま

た
、
口
呼
吸
だ
と
、
風
邪
や
感
染
症
・
ア
レ

ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
こ
と
は
、
フ
ィ
ル
タ

ー
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
た
と
お
り
で
す
。⑤

最
後
に
老
化
に
つ
い
て
で
す
が
、
口
呼
吸
で

は
口
周
り
の
筋
肉
が
常
に
緩
ん
だ
状
態
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
使
わ
な
い
筋
肉
は
だ
ん
だ

ん
衰
え
て
き
ま
す
。
口
周
り
の
筋
肉
（
口
輪

筋
）
が
緩
む
と
、
周
囲
の
表
情
筋
も
緩
み
、

そ
れ
が
皮
膚
の
緩
み
に
も
繋
が
り
ま
す
。
表

情
筋
か
ら
お
こ
る
皮
膚
の
緩
み
は
、
目
元
や

口
元
の
皺
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
舌
を
支
え
て
い
る
筋
肉
も
衰
え
る
た

め
、
二
重
あ
ご
や
い
び
き
の
発
生
原
因
に
も

な
っ
て
き
ま
す
。

　
口
の
中
に
は
常
に
様
々
な
細
菌（
常
在
菌
）

が
存
在
し
、
外
部
の
病
原
菌
の
侵
入
を
防
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
常
在
菌
に
は

本
来
外
敵
を
排
除
す
る
免
疫
反
応
は
働
か
な

い
の
で
す
が
、
免
疫
反
応
が
出
て
し
ま
う
人

が
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
臓
器
を
傷
つ
け
る

抗
体
や
リ
ン
パ
球
な
ど
が
放
出
さ
れ
、
血
流

に
の
っ
て
腎
臓
や
骨
・
関
節
、
皮
膚
な
ど
を

傷
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
、

『
病
巣
疾
患
』
と
い
い
ま
す
。
へ
ん
と
う
炎

や
歯
周
炎
な
ど
に
よ
っ
て
腎
臓
や
骨
・
関
節
、

皮
膚
の
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
病
が
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
何
回
も
お
話
し

し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
口
呼
吸
に
よ

っ
て
、
の
ど
の
奥
（
上
咽
頭
）
に
炎
症
を
起

そ
し
て
さ
ら
に…

「
病
巣
疾
患
」!?

こ
し
て
い
る
場
合
も
様
々
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
疑
っ

て
皮
膚
科
か
ら
歯
科
に
紹
介
さ
れ
る
疾
患
に

掌
蹠
膿
疱
症
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
歯

科
と
し
て
は
、
口
の
中
の
金
属
の
詰
め
物
を

非
金
属
に
換
え
て
い
く
の
で
す
が
、
あ
ま
り

改
善
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

場
合
は
、
だ
い
た
い
口
呼
吸
を
し
て
い
る
患

者
さ
ん
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
の
ど
の
奥
の
炎

症
（
病
巣
疾
患
）
が
手
の
ひ
ら
に
水
ぶ
く
れ

を
作
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

口
呼
吸
を
ど
う
や
っ
て
直
す
か
？

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
で
、「
口
呼
吸
は
絶
対

や
め
た
い
！
」
と
思
っ
た
で
し
ょ
？
そ
も
そ

も
鼻
が
詰
ま
っ
て
い
て
鼻
呼
吸
が
で
き
な
い

と
い
う
方
は
、
ま
ず
は
耳
鼻
科
で
し
っ
か
り

鼻
づ
ま
り
を
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。
前
述
の

「
口
呼
吸
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
、
心
当
た

り
の
あ
る
人
は
、
口
呼
吸
が
癖
に
な
っ
て
い

る
方
で
す
。
こ
の
場
合
は
意
識
し
て
鼻
で
呼

吸
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
り
、
マ
ウ
ス
テ
ー

プ
な
ど
で
上
下
の
唇
を
止
め
、
機
械
的
に
上

下
の
唇
を
閉
じ
、
筋
肉
を
鍛
え
て
い
く
と
い

う
方
法
で
改
善
で
き
ま
す
。
最
近
で
は
口
呼

吸
の
予
防
グ
ッ
ズ
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
利
用
す
る
の

も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

マ
ウ
ス
テ
ー
プ（
口
と
じ
テ
ー
プ
）

の
す
す
め

　
口
に
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
寝
る
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
歯

周
病
治
療
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
一
環
と

し
て
就
寝
前
の
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
（
口
閉
じ
テ

ー
プ
）
を
勧
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
マ
ウ

ス
テ
ー
プ
は
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
簡
単
な
予

防
医
療
と
考
え
て
い
ま
す
。
寝
て
い
る
時
の

姿
勢
、
恰
好
、
状
態
は
自
分
で
は
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
昼
日
中
か
ら
口
呼
吸
を
さ
れ
て

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
就
寝
中
に
は

全
身
の
筋
肉
が
緩
ま
り
、
体
の
代
謝
も
下
が

っ
て
し
ま
う
た
め
に
、①
口
が
開
き
や
す
い

②
唾
液
量
が
激
減
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
現

象
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ

マ
ウ
ス
、
い
び
き
、
歯
周
病
の
悪
化
、
口
臭
、

無
呼
吸
症
、
病
巣
疾
患
な
ど
を
引
き
起
こ
す

こ
と
は
前
述
の
通
り
で
す
。
口
の
中
が
乾
き

や
す
く
な
り
、
口
の
衛
生
状
態
を
き
ち
ん
と

保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
こ
ろ
を
、
マ
ウ

ス
テ
ー
プ
で
就
寝
中
の
鼻
呼
吸
を
促
し
て
口

腔
内
状
態
を
改
善
し
ま
す
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
に
は
専
用
テ
ー
プ
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
若
干
高
価
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど

の
様
な
テ
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
お
肌

が
弱
い
と
い
う
方
は
肌
に
優
し
い
テ
ー
プ
、

ま
た
は
赤
ち
ゃ
ん
用
の
テ
ー
プ
を
利
用
し
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
は
口
に
貼
る
前

に
一
度
ほ
か
の
場
所
に
貼
っ
て
粘
着
力
を
落

と
し
て
か
ら
貼
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
テ

ー
プ
の
貼
り
方
は
唇
に
縦
に
一
本
で
す
。
こ

の
貼
り
方
だ
と
、
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
時

に
隙
間
か
ら
呼
気
が
逃
げ
ま
す
か
ら
、
鼓
膜

を
痛
め
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
き

つ
く
貼
り
付
け
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
（
口
閉
じ
テ
ー
プ
）
の
効

果
・
利
点
と
し
て
は
、①
風
邪
を
引
き
に
く

く
な
る
②
い
び
き
が
減
る
③
口
が
渇
か
な
く

な
る
④
目
覚
め
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
⑤
肌
の
調

子
が
よ
く
な
る
⑥
夜
間
尿
が
減
る
⑦
高
血
圧

が
改
善
、
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
テ
ー
プ
に
頼
ら
な
く
て

も
口
を
閉
じ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
口
周
り

の
筋
肉
・
舌
の
筋
ト
レ
を
し
ま
し
ょ
う
。
筋

ト
レ
と
し
て
は
た
と
え
ば
、
以
前
ご
紹
介
し

ま
し
た
「
あ
い
う
べ
体
操
」
な
ど
で
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
口
呼
吸
を
止
め
る

こ
と
で
、
も
し
か
し
た
ら
長
年
悩
ん
で
き
た

い
ろ
い
ろ
な
不
快
症
状
が
改
善
す
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
、
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
？

　
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
で
効
果
が
現
れ
た
ら
、
あ

い
う
べ
体
操
で
筋
ト
レ
を
！！

参
考
書
籍
：『
鼻
呼
吸
、
歯
医
者
さ
ん
の
知

り
た
い
と
こ
ろ
が
ま
る
わ
か
り
』今
井
一
彰
、

イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
出
版
株
式
会
社

協
力
：
加
茂
市
歯
科
医
師
会

び
ょ
う
そ
う
し
っ
か
ん

し
ょ
う
せ
き
ほ
う
の
う
し
ょ
う

まな　と ひ　 な　 た
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歯
　
の
　
健
　
康

　
さ
て
、
い
き
な
り
ク
イ
ズ
で
す
。「
全
身
に

金
粉
を
塗
ら
れ
た
人
間
は
、
皮
膚
呼
吸
が
で

き
な
く
な
っ
て
ど
の
く
ら
い
で
死
ん
で
し
ま

う
で
し
ょ
う
か
？
」
シ
ニ
ア
の
方
な
ら
映
画

０
０
７
を
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。
０
０
７

ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
ガ
ー
で
は
、
悪
の
組
織
を

裏
切
っ
た
女
性
が
全
身
に
金
粉
を
塗
ら
れ
て

殺
さ
れ
ま
し
た
。
ヒ
ト
は
皮
膚
呼
吸
を
し
て

い
て
そ
れ
を
遮
断
さ
れ
る
と
死
ん
で
し
ま
う

ん
だ
と
、
当
時
子
供
だ
っ
た
私
は
恐
ろ
し
く

思
っ
た
も
の
で
す
。
さ
て
ク
イ
ズ
の
答
え
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
全
身
に
塗
り

た
く
ら
れ
て
も
そ
ん
な
に
早
く
死
ぬ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
じ
ゃ
あ
１
日
く
ら
い
？

正
解
は
、「
死
ぬ
こ
と
は
な
い
」
で
す
。
ヒ
ト

は
皮
膚
で
呼
吸
を
し
て
い
な
い
の
で
、
ど
ん

な
に
金
粉
を
塗
ら
れ
て
も
死
に
ま
せ
ん
。
ヒ

ト
は
鼻
と
口
で
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
、
皮
膚

で
は
呼
吸
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
鼻
で

息
を
す
る
の
と
口
で
息
を
す
る
の
と
で
は
、

全
然
違
う
ん
で
す
。

　「
呼
吸
の
仕
方
な
ん
か
気
に
し
た
事
が
な

い
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

口
呼
吸
が
自
然
と
癖
に
な
っ
て
い
る
場
合「
よ

鼻
呼
吸
と
口
呼
吸
は
ど
こ
が
違
う

の
？

そ
の
お
口
の
癖
、
か
ら
だ
に
良
く
な
い
か
も

０
０
７
に
も
登
場
し
た
○
○
呼
吸

し
！
鼻
で
呼
吸
し
よ
う
！
」
と
ま
で
は
思
わ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
口
呼
吸
」

に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
鼻
か
ら
息
を
し
て
も
口
か
ら
息
を
し

て
も
、
肺
に
酸
素
が
入
る
の
は
同
じ
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
よ
ね
、
身
体
に
と
っ
て
は
肺
に

空
気
が
届
く
ま
で
ど
こ
を
通
っ
て
い
く
か
が
問

題
と
な
る
の
で
す
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
お
口

の
癖
」
と
は
口
呼
吸
の
こ
と
で
す
。「
口
呼
吸

を
や
め
る
と
口
周
り
の
不
快
症
状
、
そ
し
て
慢

性
疾
患
が
快
方
に
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
本
日
の
お
話
の
内
容
で
す
。
な
お

こ
こ
で
お
話
し
す
る
口
呼
吸
と
は
鼻
づ
ま
り
の

な
い
習
慣
性
口
呼
吸
の
こ
と
で
す
。
耳
鼻
科
領

域
の
鼻
閉
に
よ
る
鼻
呼
吸
障
害
は
こ
こ
で
い
う

口
呼
吸
に
は
含
み
ま
せ
ん
。

　
ヒ
ト
の
一
日
の
呼
吸
回
数
は
２
万
回
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
１
万
リ
ッ
ト
ル
、

６
階
建
て
の
ビ
ル
１
棟
ほ
ど
の
空
気
量
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
空
気
を
吸
い
込
む
と

な
る
と
、
や
は
り
き
れ
い
な
空
気
を
吸
い
た

い
も
の
で
す
。
鼻
呼
吸
で
は
物
理
的
・
科
学

的
そ
し
て
生
物
学
的
に
バ
リ
ア
が
機
能
し
て

い
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
の
ば
い
菌

は
フ
ィ
ル
タ
ー
に
引
っ
か
か
り
漉
し
取
れ
ま

す
。
し
か
し
PM
２
・
５
ほ
ど
の
小
さ
さ
に
な

る
と
素
通
り
し
て
し
ま
い
、
心
身
へ
の
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ
す
が
に
鼻
呼
吸
で

も
そ
こ
ま
で
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

な
ん
で
も
素
通
り
し
て
し
ま
う
口
呼
吸
に
比

べ
れ
ば
あ
る
程
度
は
防
御
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
手
を
温
め
る
に
は
口
か
ら
息
を
吐
き
か

け
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
口
か
ら
吐
い
た
息
の

方
が
鼻
か
ら
の
息
よ
り
も
、
温
度
が
高
く
水

分
も
多
く
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
口
か
ら

息
を
吐
く
こ
と
で
熱
量(

エ
ネ
ル
ギ
ー)

と

水
分
を
喪
失
し
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
自
覚
で
き
な
い
口
呼
吸

口
呼
吸
の
弊
害

　
で
は
実
際
に
何
割
の
人
が
口
呼
吸
を
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
は
っ
き
り
と
わ
か

っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
自
覚
し
て
い
る
人
は
２

割
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
図
の
「
口
呼

吸
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
習
慣
的
に
口
で
息
を

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ス
テ
イ

ン(

歯
の
汚
れ)

の
付
き
方
と
か
舌
に
つ
い
た

歯
型
の
圧
痕
と
か
、
歯
科
医
が
診
察
中
に
気

づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
口
呼
吸
に
よ
る
弊
害
に
は
ど
う
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
？

①
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
い
　
②
口

臭
の
原
因
に
な
る
　
③
歯
並
び
が
悪
く
な
る

④
風
邪
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
⑤
老

化
を
促
進
す
る
　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①
②「
唾
液
」
に
は
、
口
腔
内
の
細
菌
を
や

っ
つ
け
た
り
、
汚
れ
を
洗
い
流
し
た
り
す
る

な
ど
の
様
々
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
口
の
中

は
唾
液
が
常
に
出
て
い
る
状
態
が
正
常
で
す

が
、
口
呼
吸
を
し
て
い
る
と
口
の
中
が
乾
燥

し
、
唾
液
が
う
ま
く
ま
わ
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原

因
菌
も
繁
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
に
汚
れ
が
つ
き
や
す
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
歯
の
黄
ば
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
。③

そ
し
て
歯
並
び
で
す
が
、
歯
は
〈
内
側
か
ら

の
舌
に
よ
る
圧
力
〉
と
〈
外
側
か
ら
の
唇
や

頬
の
筋
肉
か
ら
の
圧
力
〉
の
均
衡
が
取
れ
る

位
置
に
自
然
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
慢
性
的
に
口
呼
吸
の
状
態
が
続
く
と
、

唇
や
頬
の
筋
肉
に
よ
る〈
外
側
か
ら
の
圧
力
〉

口呼吸チェックリスト
・口が半開きになる
・睡眠時にいびきをかく、歯ぎしりをする
・朝起きた時口が渇いている、のどがヒリヒリする
・唇がよく乾く
・口を閉じるとあごに梅干し状のシワができる
・ヨダレがたれてしまう
・食事の時にクチャクチャ音を立てる
・口臭が気になる、口臭がするといわれる
・口内炎が出来やすい
・風邪を引きやすい
・前歯が出ていて口を閉じにくい状態にある
・激しいスポーツをしている

令
和
４
年
度
加
茂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
式

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
５

位
）

■
卓
球
競
技
▼
篠
原
杏
奈
（
２
０
２
１

年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ

ト
の
部
）
出
場
）
▼
番
場
心
海
（
２
０

２
１
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ

デ
ッ
ト
の
部
）
出
場
）
▼
篠
原
新
（
２

０
２
２
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）

予
選
リ
ー
グ
１
位
）
▼
松
澤
和
咲
（
第

53
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会
出
場
）

■
空
手
道
▼
鈴
木
紗
栄
（
第
55
回
新
潟

県
空
手
道
選
手
権
大
会
中
学
２
年
女
子

組
手
３
位
）

■
体
操
競
技
▼
齋
藤
俊
（
令
和
４
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
兼
全
国

高
等
学
校
体
操
競
技
大
会
出
場
）
▼
五

十
嵐
大
都
（
令
和
３
年
度
北
信
越
ジ
ュ

ニ
ア
体
操
選
手
権
大
会
団
体
総
合
１
位

（
新
潟
県
代
表
）
）
▼
滋
野
由
（
令
和

４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
体
操
競
技
大
会
段
違
い
平
行
棒
３

位
）
▼
飯
岡
颯
真
（
令
和
４
年
度
新
潟

県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
２
位
、

個
人
総
合
３
位
）
▼
枝
村
大
和
（
令
和

４
年
度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会

ゆ
か
１
位
）
▼
坂
上
に
こ
（
令
和
４
年

度
新
潟
県
体
操
競
技
選
手
権
大
会
跳
馬

３
位
、
段
違
い
平
行
棒
３
位
、
ゆ
か
３

位
）
▼
片
上
伊
吹
（
第
76
回
全
日
本
学

生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
ゆ
か
７
位
）

▼
佐
藤
元
（
第
76
回
全
日
本
学
生
体
操

競
技
選
手
権
大
会
つ
り
輪
２
位
、
平
行

棒
２
位
）
▼
田
邉
奏
佑
（
第
43
回
北
信

越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
体
操
競
技
個

人
総
合
14
位
）

■
新
体
操
▼
斉
藤
柚
羽
（
２
０
２
１
北

信
越
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
選
手
権
大
会
新
体

操
新
潟
県
予
選
会
Ａ
競
技
総
合
２
位
）

▼
小
林
心
結
（
第
52
回
新
潟
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
新
体
操
大
会
個
人
総
合

５
位
、
種
目
別
リ
ボ
ン
３
位
）

受章おめでとうございます

優秀競技者章(団体)を代表して登壇した知野こまりさん(加茂JVC）

優秀競技者章（個人）を代表して登壇した鶴巻陽太さん

謝辞を述べる小柳良作さん
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五番町ごっつぉまつり、再始動！（10/29）
　コロナ禍により開催を見送っていた「五番町
ごっつぉまつり」が29日（土）に、４年ぶりに
開催されました。
　当日は本量寺こども園による出し物からス
タートし、吹奏楽の懐メロ演奏やダンスパ
フォーマンスなどで会場は盛り上がりました。
　会場でしか買えない五番町ならではの「ごっ
つぉ」に、舌鼓を打つ人たちで賑わっていまし
た。

【有料広告】

肉厚のチャーシューの
　　 　「五番町ラーメン」

第一部語るカフェ
の様子はこちら

まちづくりワークショップまちづくりワークショップ
かもMIRAIカフェ

　「かもＭＩＲＡＩカフェ」は、これからの加茂を
どんなまちにしたいか、それを実現するためには
どうしたら良いかをみんなで考え話し合う活動で
す。第二部は、第一部「語るカフェ」で出てきた
まちづくりのキーワードを結び、３つのテーマで
プロジェクトを発足！
　点と点を結び出来た新しいワクワクのカタチを
一緒に作ってみませんか。

第二部  結ぶカフェTheme1 メリア３階どうする？プロジェクト
～若者の若者による若者のための居場所づくり～

駅前にあるメリア３階を若者が集まれる場所にし
たい！
夕方の自習スペース？同世代と出会える場所？
安心して過ごせる空間
とは？どうやったら実
現できるか考えよう！

【日時】２０２２年１２月１７日（土）
　　　  １３：３０～１６：３０
【会場】産業センター
【対象】中学生以上２５歳以下の若者
【定員】５０名
【締切】12月 4日（日）まで

第二部の参加申込みはこちらから
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/55949.html

問い合わせ
総務課　政策推進室　（☎内線３２７）

　
11
月
は
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
で

す
。
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
等
防

止
の
た
め
、
職
場
で
労
働
時
間
が
適
正

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
時
間
外
・
休

日
労
働
時
間
が
労
使
協
定
の
範
囲
内
で

適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
労
働
相
談
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
。

■
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

日
　時
　
11
月
30
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
　場
　
ア
オ
ー
レ
長
岡

（
長
岡
市
大
手
通
１
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
労
働
局
労
働
基
準

部
監
督
課
（
☎
025

－

288

－

３
５
０
３
）

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
・
大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド

　
原
油
価
格
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
市
内
中
小
企
業
者
等
を
支
援
す
る
た

め
、
負
担
し
た
燃
料
費
・
電
気
料
金
・

ガ
ス
料
金
（
令
和
４
年
７
月
〜
９
月
の

３
か
月
間
）
の
高
騰
分
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。

※

た
だ
し
、「
加
茂
市
原
油
価
格
等
高

騰
対
策
事
業
補
助
金
」
第
２
弾
は
予
算

成
立
前
の
た
め
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
。

　
詳
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
商
工
観
光
課
商
工

振
興
係
（
☎
内
線
133
）
に
問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
者
等
を
支
援

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
補
助
　
第
２
弾

日
　時
　
11
月
30
日
（
水
）、
12
月
３
日

（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
午
後
１
時
開
場
）※

ど
ち
ら
か
１
日

会
　場
　
市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

参
加
費
　
無
料
　
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

使
い
た
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
れ
ば
各
自

で
用
意
す
る
。

定
　員
　
各
日
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
市
立
図
書
館
（
☎
53

－

３

５
０
０
）

大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド

　
　 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
あ
な
た
だ

け
の
影
絵
ス
タ
ン
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者
　
次
の
❶
〜
❻
の
す
べ
て

を
満
た
す
者
。
農
業
者
は
対
象
外
、
医

療
法
に
定
め
る
医
療
法
人
は
対
象
。

　
前
回
の
補
助
金
交
付
を
受
け
た
人
も

申
請
で
き
ま
す
。

❶
加
茂
市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者

❷
令
和
３
年
７
月
１
日
時
点
で
事
業
を

営
ん
で
お
り
、
今
後
も
事
業
を
継
続
す

る
意
思
の
あ
る
者

❸
同
一
年
度
内
で
他
の
同
様
の
支
援
制

度
を
受
け
て
い
な
い
（
新
潟
県
燃
料
油

価
格
高
騰
等
対
策
支
援
金
を
除
く
）

❹
主
た
る
業
種
が
燃
料
小
売
業
で
な
い

こ
と

❺
市
税
等
（
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用

料
を
含
む
）
を
完
納
し
て
い
る
者

❻
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
第
１
号

及
び
第
２
号
に
該
当
し
な
い

補
助
金
の
額
　
燃
料
費
・
電
気
料
金
・

ガ
ス
料
金
で
算
出
し
た
補
助
対
象
経
費

の
合
計
額
の
10
分
の
10

※

上
限
金
額
は
100
万
円
（
下
限
な
し
）。

千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。
市
内

に
複
数
の
事
業
所
等
を
有
す
る
場
合

は
、
す
べ
て
の
事
業
所
等
に
係
る
補
助

対
象
経
費
を
合
算
し
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
体
温
計
や
家
庭
用
は
か
り
（
取
引
・

証
明
以
外
用
）
の
無
料
検
査
で
す
。

　
は
か
り
の
正
確
性
の
保
持
と
適
正
計

量
を
把
握
す
る
た
め
、
検
査
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

検
査
日
時
　
11
月
29
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

は
か
り
の
無
料
検
査

※

正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

会
　場
　
市
役
所
３
階
301
会
議
室

検
査
対
象

❶
一
般
家
庭
用
の
は
か
り
（
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
等
）

❷
一
般
家
庭
、
医
療
機
関
、
学
校
、
幼

稚
園
・
保
育
所
の
体
温
計
（
水
銀
式
、

耳
式
、
非
接
触
型
の
も
の
は
不
可
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係
（
☎
内
線
132
）

ホームページ

ホームページ

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
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加茂市２人目の地域おこし協力隊！(10/14)
　加茂市２人目の地域おこし協力隊に、新発田市
出身の久保政貴さんが着任しました。久保さんは
社会福祉協議会に配属され、福祉の分野で尽力し
てくださるそうです。久保さん、よろしくお願い
します。

まち歩き魅力発見ワークショップ（10/19）
　住民が楽しみながら運動習慣を定着させる仕組みづくりを考
えるためのワークショップである令和４年度「まち歩き魅力発見
ワークショップ」の第２回が、19日（水）午後６時30分から市
役所３階会議室で行われました。
　参加者は４班に分かれ、第１回ワークショップでブラッシュ
アップしたコース（４つ）を実際に歩いてみた感想や気づいた点
を１つの模造紙にまとめ、発表しました。
　今後のワークショップでは日常的にコースを歩いてもらうた
めの仕組みづくりを考え、実施することを目標にしています。

【有料広告】

まさ  たか

「加茂川の鯉のぼりに」加茂高校生が募金（10/21）
　２１日（金）に、加茂高校ボランティア部（部員13名）
の代表（髙地真門さん、樋口比菜多さん）が、加茂高マルシェ
で「加茂川の鯉のぼりのために使ってもらうため」に集め
た募金を、藤田市長へ手渡しました。
　マルシェ当日は模造紙で作った大きな鯉のぼりの型紙
に、募金をした人が鱗を貼り付けていくことで一つの大き
な鯉のぼりになるという仕掛けをつくり、最終的に44，097円の募金が集まりました。

歯
　
の
　
健
　
康

が
な
い
分
、
出
っ
歯
や
受
け
口
な
ど
の
原
因

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。④
ま

た
、
口
呼
吸
だ
と
、
風
邪
や
感
染
症
・
ア
レ

ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
こ
と
は
、
フ
ィ
ル
タ

ー
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
た
と
お
り
で
す
。⑤

最
後
に
老
化
に
つ
い
て
で
す
が
、
口
呼
吸
で

は
口
周
り
の
筋
肉
が
常
に
緩
ん
だ
状
態
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
使
わ
な
い
筋
肉
は
だ
ん
だ

ん
衰
え
て
き
ま
す
。
口
周
り
の
筋
肉
（
口
輪

筋
）
が
緩
む
と
、
周
囲
の
表
情
筋
も
緩
み
、

そ
れ
が
皮
膚
の
緩
み
に
も
繋
が
り
ま
す
。
表

情
筋
か
ら
お
こ
る
皮
膚
の
緩
み
は
、
目
元
や

口
元
の
皺
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
舌
を
支
え
て
い
る
筋
肉
も
衰
え
る
た

め
、
二
重
あ
ご
や
い
び
き
の
発
生
原
因
に
も

な
っ
て
き
ま
す
。

　
口
の
中
に
は
常
に
様
々
な
細
菌（
常
在
菌
）

が
存
在
し
、
外
部
の
病
原
菌
の
侵
入
を
防
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
常
在
菌
に
は

本
来
外
敵
を
排
除
す
る
免
疫
反
応
は
働
か
な

い
の
で
す
が
、
免
疫
反
応
が
出
て
し
ま
う
人

が
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
臓
器
を
傷
つ
け
る

抗
体
や
リ
ン
パ
球
な
ど
が
放
出
さ
れ
、
血
流

に
の
っ
て
腎
臓
や
骨
・
関
節
、
皮
膚
な
ど
を

傷
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
、

『
病
巣
疾
患
』
と
い
い
ま
す
。
へ
ん
と
う
炎

や
歯
周
炎
な
ど
に
よ
っ
て
腎
臓
や
骨
・
関
節
、

皮
膚
の
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
病
が
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
何
回
も
お
話
し

し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
口
呼
吸
に
よ

っ
て
、
の
ど
の
奥
（
上
咽
頭
）
に
炎
症
を
起

そ
し
て
さ
ら
に…

「
病
巣
疾
患
」!?

こ
し
て
い
る
場
合
も
様
々
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
疑
っ

て
皮
膚
科
か
ら
歯
科
に
紹
介
さ
れ
る
疾
患
に

掌
蹠
膿
疱
症
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
歯

科
と
し
て
は
、
口
の
中
の
金
属
の
詰
め
物
を

非
金
属
に
換
え
て
い
く
の
で
す
が
、
あ
ま
り

改
善
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

場
合
は
、
だ
い
た
い
口
呼
吸
を
し
て
い
る
患

者
さ
ん
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
の
ど
の
奥
の
炎

症
（
病
巣
疾
患
）
が
手
の
ひ
ら
に
水
ぶ
く
れ

を
作
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

口
呼
吸
を
ど
う
や
っ
て
直
す
か
？

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
で
、「
口
呼
吸
は
絶
対

や
め
た
い
！
」
と
思
っ
た
で
し
ょ
？
そ
も
そ

も
鼻
が
詰
ま
っ
て
い
て
鼻
呼
吸
が
で
き
な
い

と
い
う
方
は
、
ま
ず
は
耳
鼻
科
で
し
っ
か
り

鼻
づ
ま
り
を
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。
前
述
の

「
口
呼
吸
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
、
心
当
た

り
の
あ
る
人
は
、
口
呼
吸
が
癖
に
な
っ
て
い

る
方
で
す
。
こ
の
場
合
は
意
識
し
て
鼻
で
呼

吸
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
り
、
マ
ウ
ス
テ
ー

プ
な
ど
で
上
下
の
唇
を
止
め
、
機
械
的
に
上

下
の
唇
を
閉
じ
、
筋
肉
を
鍛
え
て
い
く
と
い

う
方
法
で
改
善
で
き
ま
す
。
最
近
で
は
口
呼

吸
の
予
防
グ
ッ
ズ
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
利
用
す
る
の

も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

マ
ウ
ス
テ
ー
プ（
口
と
じ
テ
ー
プ
）

の
す
す
め

　
口
に
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
寝
る
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
歯

周
病
治
療
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
一
環
と

し
て
就
寝
前
の
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
（
口
閉
じ
テ

ー
プ
）
を
勧
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
マ
ウ

ス
テ
ー
プ
は
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
簡
単
な
予

防
医
療
と
考
え
て
い
ま
す
。
寝
て
い
る
時
の

姿
勢
、
恰
好
、
状
態
は
自
分
で
は
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
昼
日
中
か
ら
口
呼
吸
を
さ
れ
て

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
就
寝
中
に
は

全
身
の
筋
肉
が
緩
ま
り
、
体
の
代
謝
も
下
が

っ
て
し
ま
う
た
め
に
、①
口
が
開
き
や
す
い

②
唾
液
量
が
激
減
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
現

象
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ

マ
ウ
ス
、
い
び
き
、
歯
周
病
の
悪
化
、
口
臭
、

無
呼
吸
症
、
病
巣
疾
患
な
ど
を
引
き
起
こ
す

こ
と
は
前
述
の
通
り
で
す
。
口
の
中
が
乾
き

や
す
く
な
り
、
口
の
衛
生
状
態
を
き
ち
ん
と

保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
こ
ろ
を
、
マ
ウ

ス
テ
ー
プ
で
就
寝
中
の
鼻
呼
吸
を
促
し
て
口

腔
内
状
態
を
改
善
し
ま
す
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
に
は
専
用
テ
ー
プ
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
若
干
高
価
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど

の
様
な
テ
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
お
肌

が
弱
い
と
い
う
方
は
肌
に
優
し
い
テ
ー
プ
、

ま
た
は
赤
ち
ゃ
ん
用
の
テ
ー
プ
を
利
用
し
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
は
口
に
貼
る
前

に
一
度
ほ
か
の
場
所
に
貼
っ
て
粘
着
力
を
落

と
し
て
か
ら
貼
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
テ

ー
プ
の
貼
り
方
は
唇
に
縦
に
一
本
で
す
。
こ

の
貼
り
方
だ
と
、
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
時

に
隙
間
か
ら
呼
気
が
逃
げ
ま
す
か
ら
、
鼓
膜

を
痛
め
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
き

つ
く
貼
り
付
け
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
（
口
閉
じ
テ
ー
プ
）
の
効

果
・
利
点
と
し
て
は
、①
風
邪
を
引
き
に
く

く
な
る
②
い
び
き
が
減
る
③
口
が
渇
か
な
く

な
る
④
目
覚
め
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
⑤
肌
の
調

子
が
よ
く
な
る
⑥
夜
間
尿
が
減
る
⑦
高
血
圧

が
改
善
、
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
テ
ー
プ
に
頼
ら
な
く
て

も
口
を
閉
じ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
口
周
り

の
筋
肉
・
舌
の
筋
ト
レ
を
し
ま
し
ょ
う
。
筋

ト
レ
と
し
て
は
た
と
え
ば
、
以
前
ご
紹
介
し

ま
し
た
「
あ
い
う
べ
体
操
」
な
ど
で
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
口
呼
吸
を
止
め
る

こ
と
で
、
も
し
か
し
た
ら
長
年
悩
ん
で
き
た

い
ろ
い
ろ
な
不
快
症
状
が
改
善
す
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
、
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
？

　
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
で
効
果
が
現
れ
た
ら
、
あ

い
う
べ
体
操
で
筋
ト
レ
を
！！

参
考
書
籍
：『
鼻
呼
吸
、
歯
医
者
さ
ん
の
知

り
た
い
と
こ
ろ
が
ま
る
わ
か
り
』今
井
一
彰
、

イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
出
版
株
式
会
社

協
力
：
加
茂
市
歯
科
医
師
会

び
ょ
う
そ
う
し
っ
か
ん

し
ょ
う
せ
き
ほ
う
の
う
し
ょ
う

まな　と ひ　 な　 た
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五番町ごっつぉまつり、再始動！（10/29）
　コロナ禍により開催を見送っていた「五番町
ごっつぉまつり」が29日（土）に、４年ぶりに
開催されました。
　当日は本量寺こども園による出し物からス
タートし、吹奏楽の懐メロ演奏やダンスパ
フォーマンスなどで会場は盛り上がりました。
　会場でしか買えない五番町ならではの「ごっ
つぉ」に、舌鼓を打つ人たちで賑わっていまし
た。

【有料広告】

肉厚のチャーシューの
　　 　「五番町ラーメン」

第一部語るカフェ
の様子はこちら

まちづくりワークショップまちづくりワークショップ
かもMIRAIカフェ

　「かもＭＩＲＡＩカフェ」は、これからの加茂を
どんなまちにしたいか、それを実現するためには
どうしたら良いかをみんなで考え話し合う活動で
す。第二部は、第一部「語るカフェ」で出てきた
まちづくりのキーワードを結び、３つのテーマで
プロジェクトを発足！
　点と点を結び出来た新しいワクワクのカタチを
一緒に作ってみませんか。

第二部  結ぶカフェTheme1 メリア３階どうする？プロジェクト
～若者の若者による若者のための居場所づくり～

駅前にあるメリア３階を若者が集まれる場所にし
たい！
夕方の自習スペース？同世代と出会える場所？
安心して過ごせる空間
とは？どうやったら実
現できるか考えよう！

【日時】２０２２年１２月１７日（土）
　　　  １３：３０～１６：３０
【会場】産業センター
【対象】中学生以上２５歳以下の若者
【定員】５０名
【締切】12月 4日（日）まで

第二部の参加申込みはこちらから
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/55949.html

問い合わせ
総務課　政策推進室　（☎内線３２７）

　
11
月
は
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
で

す
。
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
等
防

止
の
た
め
、
職
場
で
労
働
時
間
が
適
正

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
時
間
外
・
休

日
労
働
時
間
が
労
使
協
定
の
範
囲
内
で

適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
労
働
相
談
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
。

■
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

日
　時
　
11
月
30
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
　場
　
ア
オ
ー
レ
長
岡

（
長
岡
市
大
手
通
１
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
労
働
局
労
働
基
準

部
監
督
課
（
☎
025

－

288

－

３
５
０
３
）

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
・
大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド

　
原
油
価
格
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
市
内
中
小
企
業
者
等
を
支
援
す
る
た

め
、
負
担
し
た
燃
料
費
・
電
気
料
金
・

ガ
ス
料
金
（
令
和
４
年
７
月
〜
９
月
の

３
か
月
間
）
の
高
騰
分
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。

※

た
だ
し
、「
加
茂
市
原
油
価
格
等
高

騰
対
策
事
業
補
助
金
」
第
２
弾
は
予
算

成
立
前
の
た
め
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
。

　
詳
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
商
工
観
光
課
商
工

振
興
係
（
☎
内
線
133
）
に
問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
者
等
を
支
援

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
補
助
　
第
２
弾

日
　時
　
11
月
30
日
（
水
）、
12
月
３
日

（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
午
後
１
時
開
場
）※

ど
ち
ら
か
１
日

会
　場
　
市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

参
加
費
　
無
料
　
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

使
い
た
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
れ
ば
各
自

で
用
意
す
る
。

定
　員
　
各
日
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
市
立
図
書
館
（
☎
53

－

３

５
０
０
）

大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド

　
　 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
あ
な
た
だ

け
の
影
絵
ス
タ
ン
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者
　
次
の
❶
〜
❻
の
す
べ
て

を
満
た
す
者
。
農
業
者
は
対
象
外
、
医

療
法
に
定
め
る
医
療
法
人
は
対
象
。

　
前
回
の
補
助
金
交
付
を
受
け
た
人
も

申
請
で
き
ま
す
。

❶
加
茂
市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者

❷
令
和
３
年
７
月
１
日
時
点
で
事
業
を

営
ん
で
お
り
、
今
後
も
事
業
を
継
続
す

る
意
思
の
あ
る
者

❸
同
一
年
度
内
で
他
の
同
様
の
支
援
制

度
を
受
け
て
い
な
い
（
新
潟
県
燃
料
油

価
格
高
騰
等
対
策
支
援
金
を
除
く
）

❹
主
た
る
業
種
が
燃
料
小
売
業
で
な
い

こ
と

❺
市
税
等
（
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用

料
を
含
む
）
を
完
納
し
て
い
る
者

❻
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
第
１
号

及
び
第
２
号
に
該
当
し
な
い

補
助
金
の
額
　
燃
料
費
・
電
気
料
金
・

ガ
ス
料
金
で
算
出
し
た
補
助
対
象
経
費

の
合
計
額
の
10
分
の
10

※

上
限
金
額
は
100
万
円
（
下
限
な
し
）。

千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。
市
内

に
複
数
の
事
業
所
等
を
有
す
る
場
合

は
、
す
べ
て
の
事
業
所
等
に
係
る
補
助

対
象
経
費
を
合
算
し
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
体
温
計
や
家
庭
用
は
か
り
（
取
引
・

証
明
以
外
用
）
の
無
料
検
査
で
す
。

　
は
か
り
の
正
確
性
の
保
持
と
適
正
計

量
を
把
握
す
る
た
め
、
検
査
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

検
査
日
時
　
11
月
29
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

は
か
り
の
無
料
検
査

※

正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

会
　場
　
市
役
所
３
階
301
会
議
室

検
査
対
象

❶
一
般
家
庭
用
の
は
か
り
（
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
等
）

❷
一
般
家
庭
、
医
療
機
関
、
学
校
、
幼

稚
園
・
保
育
所
の
体
温
計
（
水
銀
式
、

耳
式
、
非
接
触
型
の
も
の
は
不
可
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係
（
☎
内
線
132
）

ホームページ

ホームページ

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間

広報かも　No.797　4．11．15　　 1211　　 広報かも　No.797　4．11．15

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
加茂市２人目の地域おこし協力隊！(10/14)
　加茂市２人目の地域おこし協力隊に、新発田市
出身の久保政貴さんが着任しました。久保さんは
社会福祉協議会に配属され、福祉の分野で尽力し
てくださるそうです。久保さん、よろしくお願い
します。

まち歩き魅力発見ワークショップ（10/19）
　住民が楽しみながら運動習慣を定着させる仕組みづくりを考
えるためのワークショップである令和４年度「まち歩き魅力発見
ワークショップ」の第２回が、19日（水）午後６時30分から市
役所３階会議室で行われました。
　参加者は４班に分かれ、第１回ワークショップでブラッシュ
アップしたコース（４つ）を実際に歩いてみた感想や気づいた点
を１つの模造紙にまとめ、発表しました。
　今後のワークショップでは日常的にコースを歩いてもらうた
めの仕組みづくりを考え、実施することを目標にしています。

【有料広告】

まさ  たか

「加茂川の鯉のぼりに」加茂高校生が募金（10/21）
　２１日（金）に、加茂高校ボランティア部（部員13名）
の代表（髙地真門さん、樋口比菜多さん）が、加茂高マルシェ
で「加茂川の鯉のぼりのために使ってもらうため」に集め
た募金を、藤田市長へ手渡しました。
　マルシェ当日は模造紙で作った大きな鯉のぼりの型紙
に、募金をした人が鱗を貼り付けていくことで一つの大き
な鯉のぼりになるという仕掛けをつくり、最終的に44，097円の募金が集まりました。

歯
　
の
　
健
　
康

が
な
い
分
、
出
っ
歯
や
受
け
口
な
ど
の
原
因

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。④
ま

た
、
口
呼
吸
だ
と
、
風
邪
や
感
染
症
・
ア
レ

ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
こ
と
は
、
フ
ィ
ル
タ

ー
の
と
こ
ろ
で
お
話
し
た
と
お
り
で
す
。⑤

最
後
に
老
化
に
つ
い
て
で
す
が
、
口
呼
吸
で

は
口
周
り
の
筋
肉
が
常
に
緩
ん
だ
状
態
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
使
わ
な
い
筋
肉
は
だ
ん
だ

ん
衰
え
て
き
ま
す
。
口
周
り
の
筋
肉
（
口
輪

筋
）
が
緩
む
と
、
周
囲
の
表
情
筋
も
緩
み
、

そ
れ
が
皮
膚
の
緩
み
に
も
繋
が
り
ま
す
。
表

情
筋
か
ら
お
こ
る
皮
膚
の
緩
み
は
、
目
元
や

口
元
の
皺
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
舌
を
支
え
て
い
る
筋
肉
も
衰
え
る
た

め
、
二
重
あ
ご
や
い
び
き
の
発
生
原
因
に
も

な
っ
て
き
ま
す
。

　
口
の
中
に
は
常
に
様
々
な
細
菌（
常
在
菌
）

が
存
在
し
、
外
部
の
病
原
菌
の
侵
入
を
防
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
常
在
菌
に
は

本
来
外
敵
を
排
除
す
る
免
疫
反
応
は
働
か
な

い
の
で
す
が
、
免
疫
反
応
が
出
て
し
ま
う
人

が
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
臓
器
を
傷
つ
け
る

抗
体
や
リ
ン
パ
球
な
ど
が
放
出
さ
れ
、
血
流

に
の
っ
て
腎
臓
や
骨
・
関
節
、
皮
膚
な
ど
を

傷
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
、

『
病
巣
疾
患
』
と
い
い
ま
す
。
へ
ん
と
う
炎

や
歯
周
炎
な
ど
に
よ
っ
て
腎
臓
や
骨
・
関
節
、

皮
膚
の
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
病
が
全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
何
回
も
お
話
し

し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
口
呼
吸
に
よ

っ
て
、
の
ど
の
奥
（
上
咽
頭
）
に
炎
症
を
起

そ
し
て
さ
ら
に…

「
病
巣
疾
患
」!?

こ
し
て
い
る
場
合
も
様
々
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
疑
っ

て
皮
膚
科
か
ら
歯
科
に
紹
介
さ
れ
る
疾
患
に

掌
蹠
膿
疱
症
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
歯

科
と
し
て
は
、
口
の
中
の
金
属
の
詰
め
物
を

非
金
属
に
換
え
て
い
く
の
で
す
が
、
あ
ま
り

改
善
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

場
合
は
、
だ
い
た
い
口
呼
吸
を
し
て
い
る
患

者
さ
ん
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
の
ど
の
奥
の
炎

症
（
病
巣
疾
患
）
が
手
の
ひ
ら
に
水
ぶ
く
れ

を
作
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

口
呼
吸
を
ど
う
や
っ
て
直
す
か
？

　
こ
こ
ま
で
の
お
話
で
、「
口
呼
吸
は
絶
対

や
め
た
い
！
」
と
思
っ
た
で
し
ょ
？
そ
も
そ

も
鼻
が
詰
ま
っ
て
い
て
鼻
呼
吸
が
で
き
な
い

と
い
う
方
は
、
ま
ず
は
耳
鼻
科
で
し
っ
か
り

鼻
づ
ま
り
を
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。
前
述
の

「
口
呼
吸
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
、
心
当
た

り
の
あ
る
人
は
、
口
呼
吸
が
癖
に
な
っ
て
い

る
方
で
す
。
こ
の
場
合
は
意
識
し
て
鼻
で
呼

吸
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
り
、
マ
ウ
ス
テ
ー

プ
な
ど
で
上
下
の
唇
を
止
め
、
機
械
的
に
上

下
の
唇
を
閉
じ
、
筋
肉
を
鍛
え
て
い
く
と
い

う
方
法
で
改
善
で
き
ま
す
。
最
近
で
は
口
呼

吸
の
予
防
グ
ッ
ズ
な
ど
も
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
利
用
す
る
の

も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

マ
ウ
ス
テ
ー
プ（
口
と
じ
テ
ー
プ
）

の
す
す
め

　
口
に
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
寝
る
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
歯

周
病
治
療
に
お
け
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
一
環
と

し
て
就
寝
前
の
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
（
口
閉
じ
テ

ー
プ
）
を
勧
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
マ
ウ

ス
テ
ー
プ
は
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
簡
単
な
予

防
医
療
と
考
え
て
い
ま
す
。
寝
て
い
る
時
の

姿
勢
、
恰
好
、
状
態
は
自
分
で
は
全
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
昼
日
中
か
ら
口
呼
吸
を
さ
れ
て

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
就
寝
中
に
は

全
身
の
筋
肉
が
緩
ま
り
、
体
の
代
謝
も
下
が

っ
て
し
ま
う
た
め
に
、①
口
が
開
き
や
す
い

②
唾
液
量
が
激
減
す
る
、
と
い
う
二
つ
の
現

象
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ

マ
ウ
ス
、
い
び
き
、
歯
周
病
の
悪
化
、
口
臭
、

無
呼
吸
症
、
病
巣
疾
患
な
ど
を
引
き
起
こ
す

こ
と
は
前
述
の
通
り
で
す
。
口
の
中
が
乾
き

や
す
く
な
り
、
口
の
衛
生
状
態
を
き
ち
ん
と

保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
こ
ろ
を
、
マ
ウ

ス
テ
ー
プ
で
就
寝
中
の
鼻
呼
吸
を
促
し
て
口

腔
内
状
態
を
改
善
し
ま
す
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
に
は
専
用
テ
ー
プ
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
若
干
高
価
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど

の
様
な
テ
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
お
肌

が
弱
い
と
い
う
方
は
肌
に
優
し
い
テ
ー
プ
、

ま
た
は
赤
ち
ゃ
ん
用
の
テ
ー
プ
を
利
用
し
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
は
口
に
貼
る
前

に
一
度
ほ
か
の
場
所
に
貼
っ
て
粘
着
力
を
落

と
し
て
か
ら
貼
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
テ

ー
プ
の
貼
り
方
は
唇
に
縦
に
一
本
で
す
。
こ

の
貼
り
方
だ
と
、
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
時

に
隙
間
か
ら
呼
気
が
逃
げ
ま
す
か
ら
、
鼓
膜

を
痛
め
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
き

つ
く
貼
り
付
け
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
（
口
閉
じ
テ
ー
プ
）
の
効

果
・
利
点
と
し
て
は
、①
風
邪
を
引
き
に
く

く
な
る
②
い
び
き
が
減
る
③
口
が
渇
か
な
く

な
る
④
目
覚
め
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
⑤
肌
の
調

子
が
よ
く
な
る
⑥
夜
間
尿
が
減
る
⑦
高
血
圧

が
改
善
、
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
テ
ー
プ
に
頼
ら
な
く
て

も
口
を
閉
じ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
口
周
り

の
筋
肉
・
舌
の
筋
ト
レ
を
し
ま
し
ょ
う
。
筋

ト
レ
と
し
て
は
た
と
え
ば
、
以
前
ご
紹
介
し

ま
し
た
「
あ
い
う
べ
体
操
」
な
ど
で
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
口
呼
吸
を
止
め
る

こ
と
で
、
も
し
か
し
た
ら
長
年
悩
ん
で
き
た

い
ろ
い
ろ
な
不
快
症
状
が
改
善
す
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
、
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
？

　
マ
ウ
ス
テ
ー
プ
で
効
果
が
現
れ
た
ら
、
あ

い
う
べ
体
操
で
筋
ト
レ
を
！！

参
考
書
籍
：『
鼻
呼
吸
、
歯
医
者
さ
ん
の
知

り
た
い
と
こ
ろ
が
ま
る
わ
か
り
』今
井
一
彰
、

イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
出
版
株
式
会
社

協
力
：
加
茂
市
歯
科
医
師
会

び
ょ
う
そ
う
し
っ
か
ん

し
ょ
う
せ
き
ほ
う
の
う
し
ょ
う

まな　と ひ　 な　 た
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だ
さ
い
。
当
日
は
お
使
い
の
ス
マ
ホ

を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
11
月
25
日
（
金
）
ま
で

に
希
望
す
る
日
時
、
会
場

名
、
講
座
名
を
総
務
課
情

報
政
策
係
（
☎
内
線
323
、

ス
マ
ホ
講
習
会
・
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会

　
ス
マ
ホ
初
心
者

や
操
作
に
不
慣
れ

な
人
向
け
の
講
習

会
第
２
弾
で
す
。

　
電
源
の
入
れ
方

か
ら
学
ぶ
初
め
て

の
ス
マ
ホ
、
ア
プ

リ
、
相
談
会
な
ど

８
種
類
の
講
座
内

容
で
、
各
講
座
（
１
講
座
60
分
間
、

受
講
料
無
料
）
の
定
員
は
先
着
４
人

で
す
。
左
表
か
ら
お
好
き
な
日
時
・

会
場
・
講
座
を
選
ん
で
申
し
込
み
く

ホームページ

kam
o@
city.kam

o.niigata.jp

）へ
。

初
心
者
向
け 

ス
マ
ホ
講
習
会

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会

い
つ
ま
で
も

　
　
　 

住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
に
楽
し

く
暮
ら
す
た
め
の
コ
ツ
と
ワ
ザ
を
学
ぶ

第
２
回
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
　時
　
12
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時※

受
付
は
午
後
１
時
か
ら

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
　容
　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
。
〜
心
身
と
も
に
健
康
を
保
つ
た

め
の
コ
ツ
と
ワ
ザ
〜

講
　師
　
髙
瀬
義
昌
さ
ん
（
医
療
法
人

社
団
至
髙
会
た
か
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事

長
、
医
学
博
士
）

対
　象
　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参

加
者
、
市
民

※

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
20
ポ
イ
ン
ト
付
与

定
　員
　
100
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
活
動
量
計
、
筆
記
用
具
、
マ

ス
ク
、
水
分
補
給
用
飲
料

申
し
込
み
　
12
月
１
日
（
木
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
165
）
へ
。

日程等 ①12月１日（木） ②12月２日（金）

時　間 図書館
視聴覚室

図書館
視聴覚室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ

日程等 ③12月５日（月） ④12月７日（水）

時　間 公民館
第３研修室

公民館
第３研修室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ

日程等 ⑤12月９日（金） ⑥12月12日（月）

時　間 市役所
301会議室

市役所
301会議室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ
15:00～
16:00 スマホ相談会 マイナポイントの

予約申請方法

第
36
回
除
夜
の
花
火

　
打
ち
上
げ
者
募
集

　
一
生
の
記
念
に
残
る
あ
な
た
だ
け
の

花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
名
前
・
住
所
を
含
め
48
文
字
以
内
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日
　時
　
12
月
31
日
（
土
）
午
後
８
時

か
ら
田
上
町
羽
生
田
地
内
で
打
ち
上
げ

花
火
代
金
　
１
万
１
千
円

※

ス
タ
ー
マ
イ
ン
協
賛
の
１
口
５
千
500

円
も
あ
り
（
名
前
の
み
掲
載
）。

申
し
込
み
　
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
に

除
夜
の
花
火
を
打
ち
上
げ

る
会
事
務
局
茂
野
さ
ん

（
☎
57

－

３
６
１
０
）
へ
。

ホームページ

新潟アルビＢＢ
加茂市民観戦招待
  12月18日 秋田戦

　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
VS
秋
田

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
に
加
茂
市
民
を

無
料
招
待
し
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
試
合
　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ

Ｂ
VS
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

日
　時
　12
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時

５
分
試
合
開
始

会
　場
　
ア
オ
ー
レ
長
岡
（
長
岡
市
大

手
通
１
）

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
新
潟
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
担
当
（
☎

０
２
５
８

－

86

－

５
７
０
０
）

ホームページ

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
募
集
・
下
水
道
受
益
者
負
担

日
　時
　
１
月
１
日
（
日
・
祝
）
午
前

10
時
ス
タ
ー
ト※

受
付
は
午
前
９
時
〜

９
時
40
分
。
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
は
青

海
神
社
駐
車
場
前
。

集
合
場
所
　
市
民
体
育
館

参
加
料
　
千
円
（
保
険
料
等
含
む
）

種
　目
　
▼
4.9
㎞
の
部
　
❶
一
般
・

高
校
男
子
❷
一
般
・
高
校
女
子

▼
2.8
㎞
の
部
　
❸
一
般
・
高
校
男
子

❹
一
般
男
子
（
40
歳
以
上
）
❺
一
般
・

第 44回元旦
マラソン大会
　　参加者募集

ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
販
売
し
ま
す
。

　
家
庭
用
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
い
か

が
で
す
か
。

日
　時
　
11
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

場
　所
　
公
民
館
前

価
　格
　
一
鉢
800
円

※

な
く
な
り
次
第
終
了
。
早
い
時
間
だ

と
好
き
な
花
色
を
選
べ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
会
事
務
局
（
環
境
課

内
、
☎
内
線
251
）

シ
ク
ラ
メ
ン
鉢
植
え
販
売

　
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会
で
シ

高
校
女
子
❻
中
学
生
男
子
❼
中
学
生
女

子
❽
小
学
３
・
４
年
生
男
子
❾
小
学

３
・
４
年
生
女
子
10
小
学
５
・
６
年
生

男
子
11
小
学
５
・
６
年
生
女
子

申
し
込
み
　
市
内
体
育
施
設
に
あ
る
参

加
申
込
書
に
記
入
し
12
月
９
日
（
金
）

必
着
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

新
型
感
染
症
に
よ
り
中
止
の
場
合
が

あ
り
ま
す
（
参
加
費
返
却
は
不
可
）
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
陸
上
競
技
協
会

担
当
舩
久
保
さ
ん
（
☎
090

－
８
６
１
２

－

０
６
３
５
）

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
３
期

分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
（
水
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　 

３
期
分
は
30
日
ま
で

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）
へ
。

県
司
法
書
士
会

　
借
金
・
困
り
ご
と 

相
談
会

　
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
主
催
の

「
全
国
一
斉
年
末
借
金
・
生
活
お
困
り

ご
と
36
時
間
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
電
話
相
談

会
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
　時
　
12
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
４
日
（
日
）
午
後
10
時

相
談
電
話
　
☎
０
１
２
０

－

７
８
３

２

－

３
６

相
談
例
　
勤
務
先
か
ら
解
雇
さ
れ
、

ロ
ー
ン
の
返
済
が
で
き
な
い
、
奨
学
金

の
返
済
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
ほ
か
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
司
法

書
士
会
（
☎
025

－

244

－

５
１

２
１
）

石
川
小
学
校

　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
新
聞
、チ
ラ
シ
、雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。

　
期
間
内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

石
川
小
４
年
生
が
環
境
学
習
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
で
実
施
。

期
　間
　
11
月
25
日（
金
）〜
30
日（
水
）

の
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘
駐
車
場

（
幸
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
石
川
小
学
校（
☎
52

－

９

８
５
３
）

い
い
湯
だ
な
歌
謡
ラ
イ
ブ

　
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡
、
ポ
ッ
プ
ス
な

ど
生
バ
ン
ド
の
歌
と
演
奏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
（
入
場
料
無
料
）
。

開
催
日
　
12
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
４
時

会

　場
　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
広
間

問
い
合
わ
せ
　
遠
藤
さ
ん
（
☎
080

－

１

３
９
３

－

８
８
９
６
）

ホームページ
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
五番町ごっつぉまつり、再始動！（10/29）
　コロナ禍により開催を見送っていた「五番町
ごっつぉまつり」が29日（土）に、４年ぶりに
開催されました。
　当日は本量寺こども園による出し物からス
タートし、吹奏楽の懐メロ演奏やダンスパ
フォーマンスなどで会場は盛り上がりました。
　会場でしか買えない五番町ならではの「ごっ
つぉ」に、舌鼓を打つ人たちで賑わっていまし
た。

【有料広告】

肉厚のチャーシューの
　　 　「五番町ラーメン」

第一部語るカフェ
の様子はこちら

まちづくりワークショップまちづくりワークショップ
かもMIRAIカフェ

　「かもＭＩＲＡＩカフェ」は、これからの加茂を
どんなまちにしたいか、それを実現するためには
どうしたら良いかをみんなで考え話し合う活動で
す。第二部は、第一部「語るカフェ」で出てきた
まちづくりのキーワードを結び、３つのテーマで
プロジェクトを発足！
　点と点を結び出来た新しいワクワクのカタチを
一緒に作ってみませんか。

第二部  結ぶカフェTheme1 メリア３階どうする？プロジェクト
～若者の若者による若者のための居場所づくり～

駅前にあるメリア３階を若者が集まれる場所にし
たい！
夕方の自習スペース？同世代と出会える場所？
安心して過ごせる空間
とは？どうやったら実
現できるか考えよう！

【日時】２０２２年１２月１７日（土）
　　　  １３：３０～１６：３０
【会場】産業センター
【対象】中学生以上２５歳以下の若者
【定員】５０名
【締切】12月 4日（日）まで

第二部の参加申込みはこちらから
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/55949.html

問い合わせ
総務課　政策推進室　（☎内線３２７）

　
11
月
は
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
で

す
。
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
等
防

止
の
た
め
、
職
場
で
労
働
時
間
が
適
正

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
時
間
外
・
休

日
労
働
時
間
が
労
使
協
定
の
範
囲
内
で

適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
労
働
相
談
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
。

■
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

日
　時
　
11
月
30
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
　場
　
ア
オ
ー
レ
長
岡

（
長
岡
市
大
手
通
１
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
労
働
局
労
働
基
準

部
監
督
課
（
☎
025

－

288

－

３
５
０
３
）

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
・
大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド

　
原
油
価
格
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
市
内
中
小
企
業
者
等
を
支
援
す
る
た

め
、
負
担
し
た
燃
料
費
・
電
気
料
金
・

ガ
ス
料
金
（
令
和
４
年
７
月
〜
９
月
の

３
か
月
間
）
の
高
騰
分
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。

※

た
だ
し
、「
加
茂
市
原
油
価
格
等
高

騰
対
策
事
業
補
助
金
」
第
２
弾
は
予
算

成
立
前
の
た
め
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
。

　
詳
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
商
工
観
光
課
商
工

振
興
係
（
☎
内
線
133
）
に
問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
者
等
を
支
援

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
補
助
　
第
２
弾

日
　時
　
11
月
30
日
（
水
）、
12
月
３
日

（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
午
後
１
時
開
場
）※

ど
ち
ら
か
１
日

会
　場
　
市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

参
加
費
　
無
料
　
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

使
い
た
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
れ
ば
各
自

で
用
意
す
る
。

定
　員
　
各
日
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
市
立
図
書
館
（
☎
53

－

３

５
０
０
）

大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド

　
　 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
あ
な
た
だ

け
の
影
絵
ス
タ
ン
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者
　
次
の
❶
〜
❻
の
す
べ
て

を
満
た
す
者
。
農
業
者
は
対
象
外
、
医

療
法
に
定
め
る
医
療
法
人
は
対
象
。

　
前
回
の
補
助
金
交
付
を
受
け
た
人
も

申
請
で
き
ま
す
。

❶
加
茂
市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者

❷
令
和
３
年
７
月
１
日
時
点
で
事
業
を

営
ん
で
お
り
、
今
後
も
事
業
を
継
続
す

る
意
思
の
あ
る
者

❸
同
一
年
度
内
で
他
の
同
様
の
支
援
制

度
を
受
け
て
い
な
い
（
新
潟
県
燃
料
油

価
格
高
騰
等
対
策
支
援
金
を
除
く
）

❹
主
た
る
業
種
が
燃
料
小
売
業
で
な
い

こ
と

❺
市
税
等
（
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用

料
を
含
む
）
を
完
納
し
て
い
る
者

❻
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
第
１
号

及
び
第
２
号
に
該
当
し
な
い

補
助
金
の
額
　
燃
料
費
・
電
気
料
金
・

ガ
ス
料
金
で
算
出
し
た
補
助
対
象
経
費

の
合
計
額
の
10
分
の
10

※

上
限
金
額
は
100
万
円
（
下
限
な
し
）。

千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。
市
内

に
複
数
の
事
業
所
等
を
有
す
る
場
合

は
、
す
べ
て
の
事
業
所
等
に
係
る
補
助

対
象
経
費
を
合
算
し
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
体
温
計
や
家
庭
用
は
か
り
（
取
引
・

証
明
以
外
用
）
の
無
料
検
査
で
す
。

　
は
か
り
の
正
確
性
の
保
持
と
適
正
計

量
を
把
握
す
る
た
め
、
検
査
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

検
査
日
時
　
11
月
29
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

は
か
り
の
無
料
検
査

※

正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

会
　場
　
市
役
所
３
階
301
会
議
室

検
査
対
象

❶
一
般
家
庭
用
の
は
か
り
（
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
等
）

❷
一
般
家
庭
、
医
療
機
関
、
学
校
、
幼

稚
園
・
保
育
所
の
体
温
計
（
水
銀
式
、

耳
式
、
非
接
触
型
の
も
の
は
不
可
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係
（
☎
内
線
132
）

ホームページ

ホームページ

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
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だ
さ
い
。
当
日
は
お
使
い
の
ス
マ
ホ

を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
11
月
25
日
（
金
）
ま
で

に
希
望
す
る
日
時
、
会
場

名
、
講
座
名
を
総
務
課
情

報
政
策
係
（
☎
内
線
323
、

ス
マ
ホ
講
習
会
・
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会

　
ス
マ
ホ
初
心
者

や
操
作
に
不
慣
れ

な
人
向
け
の
講
習

会
第
２
弾
で
す
。

　
電
源
の
入
れ
方

か
ら
学
ぶ
初
め
て

の
ス
マ
ホ
、
ア
プ

リ
、
相
談
会
な
ど

８
種
類
の
講
座
内

容
で
、
各
講
座
（
１
講
座
60
分
間
、

受
講
料
無
料
）
の
定
員
は
先
着
４
人

で
す
。
左
表
か
ら
お
好
き
な
日
時
・

会
場
・
講
座
を
選
ん
で
申
し
込
み
く

ホームページ

kam
o@
city.kam

o.niigata.jp

）へ
。

初
心
者
向
け 

ス
マ
ホ
講
習
会

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会

い
つ
ま
で
も

　
　
　 

住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
に
楽
し

く
暮
ら
す
た
め
の
コ
ツ
と
ワ
ザ
を
学
ぶ

第
２
回
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
　時
　
12
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時※

受
付
は
午
後
１
時
か
ら

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
　容
　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
。
〜
心
身
と
も
に
健
康
を
保
つ
た

め
の
コ
ツ
と
ワ
ザ
〜

講
　師
　
髙
瀬
義
昌
さ
ん
（
医
療
法
人

社
団
至
髙
会
た
か
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事

長
、
医
学
博
士
）

対
　象
　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参

加
者
、
市
民

※

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
20
ポ
イ
ン
ト
付
与

定
　員
　
100
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
活
動
量
計
、
筆
記
用
具
、
マ

ス
ク
、
水
分
補
給
用
飲
料

申
し
込
み
　
12
月
１
日
（
木
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
165
）
へ
。

日程等 ①12月１日（木） ②12月２日（金）

時　間 図書館
視聴覚室

図書館
視聴覚室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ

日程等 ③12月５日（月） ④12月７日（水）

時　間 公民館
第３研修室

公民館
第３研修室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ

日程等 ⑤12月９日（金） ⑥12月12日（月）

時　間 市役所
301会議室

市役所
301会議室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ
15:00～
16:00 スマホ相談会 マイナポイントの

予約申請方法

第
36
回
除
夜
の
花
火

　
打
ち
上
げ
者
募
集

　
一
生
の
記
念
に
残
る
あ
な
た
だ
け
の

花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
名
前
・
住
所
を
含
め
48
文
字
以
内
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日
　時
　
12
月
31
日
（
土
）
午
後
８
時

か
ら
田
上
町
羽
生
田
地
内
で
打
ち
上
げ

花
火
代
金
　
１
万
１
千
円

※

ス
タ
ー
マ
イ
ン
協
賛
の
１
口
５
千
500

円
も
あ
り
（
名
前
の
み
掲
載
）。

申
し
込
み
　
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
に

除
夜
の
花
火
を
打
ち
上
げ

る
会
事
務
局
茂
野
さ
ん

（
☎
57

－

３
６
１
０
）
へ
。

ホームページ

新潟アルビＢＢ
加茂市民観戦招待
  12月18日 秋田戦

　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
VS
秋
田

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
に
加
茂
市
民
を

無
料
招
待
し
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
試
合
　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ

Ｂ
VS
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

日
　時
　12
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時

５
分
試
合
開
始

会
　場
　
ア
オ
ー
レ
長
岡
（
長
岡
市
大

手
通
１
）

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
新
潟
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
担
当
（
☎

０
２
５
８

－

86

－

５
７
０
０
）

ホームページ

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
募
集
・
下
水
道
受
益
者
負
担

日
　時
　
１
月
１
日
（
日
・
祝
）
午
前

10
時
ス
タ
ー
ト※

受
付
は
午
前
９
時
〜

９
時
40
分
。
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
は
青

海
神
社
駐
車
場
前
。

集
合
場
所
　
市
民
体
育
館

参
加
料
　
千
円
（
保
険
料
等
含
む
）

種
　目
　
▼
4.9
㎞
の
部
　
❶
一
般
・

高
校
男
子
❷
一
般
・
高
校
女
子

▼
2.8
㎞
の
部
　
❸
一
般
・
高
校
男
子

❹
一
般
男
子
（
40
歳
以
上
）
❺
一
般
・

第 44回元旦
マラソン大会
　　参加者募集

ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
販
売
し
ま
す
。

　
家
庭
用
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
い
か

が
で
す
か
。

日
　時
　
11
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

場
　所
　
公
民
館
前

価
　格
　
一
鉢
800
円

※

な
く
な
り
次
第
終
了
。
早
い
時
間
だ

と
好
き
な
花
色
を
選
べ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
会
事
務
局
（
環
境
課

内
、
☎
内
線
251
）

シ
ク
ラ
メ
ン
鉢
植
え
販
売

　
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会
で
シ

高
校
女
子
❻
中
学
生
男
子
❼
中
学
生
女

子
❽
小
学
３
・
４
年
生
男
子
❾
小
学

３
・
４
年
生
女
子
10
小
学
５
・
６
年
生

男
子
11
小
学
５
・
６
年
生
女
子

申
し
込
み
　
市
内
体
育
施
設
に
あ
る
参

加
申
込
書
に
記
入
し
12
月
９
日
（
金
）

必
着
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

新
型
感
染
症
に
よ
り
中
止
の
場
合
が

あ
り
ま
す
（
参
加
費
返
却
は
不
可
）
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
陸
上
競
技
協
会

担
当
舩
久
保
さ
ん
（
☎
090

－

８
６
１
２

－

０
６
３
５
）

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
３
期

分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
（
水
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　 

３
期
分
は
30
日
ま
で

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）
へ
。

県
司
法
書
士
会

　
借
金
・
困
り
ご
と 

相
談
会

　
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
主
催
の

「
全
国
一
斉
年
末
借
金
・
生
活
お
困
り

ご
と
36
時
間
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
電
話
相
談

会
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
　時
　
12
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
４
日
（
日
）
午
後
10
時

相
談
電
話
　
☎
０
１
２
０

－

７
８
３

２

－

３
６

相
談
例
　
勤
務
先
か
ら
解
雇
さ
れ
、

ロ
ー
ン
の
返
済
が
で
き
な
い
、
奨
学
金

の
返
済
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
ほ
か
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
司
法

書
士
会
（
☎
025

－

244

－

５
１

２
１
）

石
川
小
学
校

　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
新
聞
、チ
ラ
シ
、雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。

　
期
間
内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

石
川
小
４
年
生
が
環
境
学
習
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
で
実
施
。

期
　間
　
11
月
25
日（
金
）〜
30
日（
水
）

の
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘
駐
車
場

（
幸
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
石
川
小
学
校（
☎
52

－

９

８
５
３
）

い
い
湯
だ
な
歌
謡
ラ
イ
ブ

　
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡
、
ポ
ッ
プ
ス
な

ど
生
バ
ン
ド
の
歌
と
演
奏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
（
入
場
料
無
料
）
。

開
催
日
　
12
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
４
時

会

　場
　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
広
間

問
い
合
わ
せ
　
遠
藤
さ
ん
（
☎
080

－

１

３
９
３

－

８
８
９
６
）
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
五番町ごっつぉまつり、再始動！（10/29）
　コロナ禍により開催を見送っていた「五番町
ごっつぉまつり」が29日（土）に、４年ぶりに
開催されました。
　当日は本量寺こども園による出し物からス
タートし、吹奏楽の懐メロ演奏やダンスパ
フォーマンスなどで会場は盛り上がりました。
　会場でしか買えない五番町ならではの「ごっ
つぉ」に、舌鼓を打つ人たちで賑わっていまし
た。

【有料広告】

肉厚のチャーシューの
　　 　「五番町ラーメン」

第一部語るカフェ
の様子はこちら

まちづくりワークショップまちづくりワークショップ
かもMIRAIカフェ

　「かもＭＩＲＡＩカフェ」は、これからの加茂を
どんなまちにしたいか、それを実現するためには
どうしたら良いかをみんなで考え話し合う活動で
す。第二部は、第一部「語るカフェ」で出てきた
まちづくりのキーワードを結び、３つのテーマで
プロジェクトを発足！
　点と点を結び出来た新しいワクワクのカタチを
一緒に作ってみませんか。

第二部  結ぶカフェTheme1 メリア３階どうする？プロジェクト
～若者の若者による若者のための居場所づくり～

駅前にあるメリア３階を若者が集まれる場所にし
たい！
夕方の自習スペース？同世代と出会える場所？
安心して過ごせる空間
とは？どうやったら実
現できるか考えよう！

【日時】２０２２年１２月１７日（土）
　　　  １３：３０～１６：３０
【会場】産業センター
【対象】中学生以上２５歳以下の若者
【定員】５０名
【締切】12月 4日（日）まで

第二部の参加申込みはこちらから
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/55949.html

問い合わせ
総務課　政策推進室　（☎内線３２７）

　
11
月
は
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
で

す
。
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
等
防

止
の
た
め
、
職
場
で
労
働
時
間
が
適
正

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
時
間
外
・
休

日
労
働
時
間
が
労
使
協
定
の
範
囲
内
で

適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
労
働
相
談
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
。

■
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

日
　時
　
11
月
30
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
　場
　
ア
オ
ー
レ
長
岡

（
長
岡
市
大
手
通
１
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
労
働
局
労
働
基
準

部
監
督
課
（
☎
025

－

288

－

３
５
０
３
）

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
・
大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド

　
原
油
価
格
等
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
市
内
中
小
企
業
者
等
を
支
援
す
る
た

め
、
負
担
し
た
燃
料
費
・
電
気
料
金
・

ガ
ス
料
金
（
令
和
４
年
７
月
〜
９
月
の

３
か
月
間
）
の
高
騰
分
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。

※

た
だ
し
、「
加
茂
市
原
油
価
格
等
高

騰
対
策
事
業
補
助
金
」
第
２
弾
は
予
算

成
立
前
の
た
め
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
。

　
詳
し
く
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
商
工
観
光
課
商
工

振
興
係
（
☎
内
線
133
）
に
問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
者
等
を
支
援

原
油
価
格
等
高
騰
対
策
補
助
　
第
２
弾

日
　時
　
11
月
30
日
（
水
）、
12
月
３
日

（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
午
後
１
時
開
場
）※

ど
ち
ら
か
１
日

会
　場
　
市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

参
加
費
　
無
料
　
持
ち
物
　
筆
記
用
具

※

使
い
た
い
デ
ザ
イ
ン
が
あ
れ
ば
各
自

で
用
意
す
る
。

定
　員
　
各
日
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
市
立
図
書
館
（
☎
53

－

３

５
０
０
）

大
人
の
影
絵
ス
タ
ン
ド

　
　 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
あ
な
た
だ

け
の
影
絵
ス
タ
ン
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者
　
次
の
❶
〜
❻
の
す
べ
て

を
満
た
す
者
。
農
業
者
は
対
象
外
、
医

療
法
に
定
め
る
医
療
法
人
は
対
象
。

　
前
回
の
補
助
金
交
付
を
受
け
た
人
も

申
請
で
き
ま
す
。

❶
加
茂
市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業
者

❷
令
和
３
年
７
月
１
日
時
点
で
事
業
を

営
ん
で
お
り
、
今
後
も
事
業
を
継
続
す

る
意
思
の
あ
る
者

❸
同
一
年
度
内
で
他
の
同
様
の
支
援
制

度
を
受
け
て
い
な
い
（
新
潟
県
燃
料
油

価
格
高
騰
等
対
策
支
援
金
を
除
く
）

❹
主
た
る
業
種
が
燃
料
小
売
業
で
な
い

こ
と

❺
市
税
等
（
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用

料
を
含
む
）
を
完
納
し
て
い
る
者

❻
市
暴
力
団
排
除
条
例
第
２
条
第
１
号

及
び
第
２
号
に
該
当
し
な
い

補
助
金
の
額
　
燃
料
費
・
電
気
料
金
・

ガ
ス
料
金
で
算
出
し
た
補
助
対
象
経
費

の
合
計
額
の
10
分
の
10

※

上
限
金
額
は
100
万
円
（
下
限
な
し
）。

千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。
市
内

に
複
数
の
事
業
所
等
を
有
す
る
場
合

は
、
す
べ
て
の
事
業
所
等
に
係
る
補
助

対
象
経
費
を
合
算
し
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
体
温
計
や
家
庭
用
は
か
り
（
取
引
・

証
明
以
外
用
）
の
無
料
検
査
で
す
。

　
は
か
り
の
正
確
性
の
保
持
と
適
正
計

量
を
把
握
す
る
た
め
、
検
査
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

検
査
日
時
　
11
月
29
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

は
か
り
の
無
料
検
査

※

正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く

会
　場
　
市
役
所
３
階
301
会
議
室

検
査
対
象

❶
一
般
家
庭
用
の
は
か
り
（
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
等
）

❷
一
般
家
庭
、
医
療
機
関
、
学
校
、
幼

稚
園
・
保
育
所
の
体
温
計
（
水
銀
式
、

耳
式
、
非
接
触
型
の
も
の
は
不
可
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
振
興

係
（
☎
内
線
132
）

ホームページ

ホームページ

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
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総
　
体
　
結
　
果

第
65
回
　
総
体
結
果

　
　
　
　
硬
式
テ
ニ
ス（
シ
ン
グ
ル
ス
）

期
　日
　
９
月
４
日
（
日
）

会
　場
　
庭
球
場

※

男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
、
女
子
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ

ス
は
成
立
せ
ず

【
男
子
】
▼
Ａ
ク
ラ
ス
①
桜
沢
亘
（
フ

リ
ー
）
②
袴
田
敏
尚
（
加
茂
ロ
ー
ン
）

③
安
中
直
樹
（
加
茂
ロ
ー
ン
）

　
　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

期
　日
　
９
月
４
日
（
日
）

会
　場
　
庭
球
場

※

男
子
、
一
般
・
高
校
女
子
は
エ
ン
ト

リ
ー
な
し

【
小
・
中
学
生
女
子
】
①
阿
部
莉
子
・

長
谷
川
稜
（
葵
中
）
②
長
谷
川
愛
桜
・

伊
藤
稀
美
（
葵
中
）
③
齋
藤
芙
貴
子
・

川
口
彩
音
（
田
上
中
）
、
中
野
う
た
・

川
崎
結
音
（
加
茂
ス
ポ
ー
ツ
）

　
　
　
　
剣
道

期
　日
　
10
月
２
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

【
個
人
戦
】
▼
高
校
・
一
般
の
部
①
木

津
博
文
②
増
井
和
彦
③
西
村
直
人
、
坂

内
貴
光

　
　
　
　
太
極
拳

期
　日
　
10
月
２
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

※

太
極
拳
は
、
講
習
会
形
式
で
46
人
が

　
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

期
　日
　
10
月
８
日
（
土
）

会
　場
　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
加
茂
グ
ラ
ウ

　
　
　
　
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

【
団
体
の
部
】

▼
一
般
の
部
①
陣
ケ
峰
Ｂ
②
葵
会
Ｇ
Ｇ

Ｃ
Ｂ
③
葵
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

【
個
人
の
部
】

▼
一
般
男
子
の
部
①
鷲
尾
伸
太
郎
（
陣

ケ
峰
Ｂ
）
②
鶴
巻
直
樹
（
葵
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ

Ｃ
）
③
梅
田
文
雄
（
黒
水
Ｇ
Ｇ
Ｃ
）

▼
一
般
女
子
の
部
①
土
田
智
恵
子
（
岡

ノ
町
Ａ
）
②
藤
田
清
美
（
陣
ケ
峰
Ａ
）

③
高
橋
幸
子
（
葵
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｂ
）

　
　
　
　
空
手
道

期
　日
　
10
月
９
日
（
日
）

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
形
】
▼
小
学
１
・
２
年
女
子
①
牛
膓

日
葵
（
真
和
会
）
②
丸
山
華
子
（
真
和

会
）
③
藤
井
花
（
小
須
戸
）
、
本
望
い

ま
り
（
小
須
戸
）
▼
小
学
１
・
２
年
男

子
①
山
田
拳
史
郎
（
真
和
会
）
②
半
田

拡
也
（
真
和
会
）
③
渡
辺
承
太
郎
（
真

和
会
）
▼
小
学
３
・
４
年
女
子
①
近
藤

日
和
（
加
茂
）
②
笠
原
和
（
小
須
戸
）

③
丸
山
和
奏
（
加
茂
）
、
小
林
み
ち

（
小
須
戸
）
▼
小
学
３
・
４
年
男
子
①

中
村
温
斗
（
真
和
会
）
②
杉
本
幹
太

（
加
茂
）
③
長
谷
川
湊
人
（
新
津
）
、

小
林
勇
翔
（
真
和
会
）
▼
小
学
５
・
６

年
女
子
①
小
柳
結
花
（
加
茂
）
②
長
谷

川
花
奏
（
新
津
）
③
佐
野
里
璃
亜
（
上

近
江
）
、
笠
原
侑
（
小
須
戸
）
▼
小
学

５
・
６
年
男
子
①
小
林
樹
生
（
真
和

会
）
②
田
村
刻
登
（
真
和
会
）
③
笹
川

琥
太
郎
（
真
和
会
）
、
森
田
挨
仁
（
小

須
戸
）
▼
中
学
生
女
子
①
近
藤
真
琴

（
加
茂
）
②
鈴
木
夢
瑠
（
真
和
会
）
③

小
野
あ
さ
ひ
（
真
和
会
）
、
金
子
妃
和

（
加
茂
）
▼
中
学
生
男
子
①
小
柳
龍
太

郎
（
加
茂
）
②
鈴
木
琉
夷
（
真
和
会
）

③
深
井
風
雅
（
真
和
会
）
、
丸
山
寛
太

（
真
和
会
）

【
組
手
】
▼
小
学
１
・
２
年
男
子
①
半

田
拡
也
▼
小
学
１
・
２
年
女
子
①
丸
山

華
子
②
牛
膓
日
葵
③
井
上
み
の
り
（
小

須
戸
）
、
藤
井
花
▼
小
学
３
・
４
年
男

子
①
小
林
勇
翔
②
杉
本
幹
太
③
萱
森
圭

吾
（
真
和
会
）
、
中
村
温
斗
▼
小
学

３
・
４
女
子
①
近
藤
日
和
②
笠
原
和
③

斉
藤
未
唯
奈
（
真
和
会
）
、
丸
山
和
奏

▼
小
学
５
・
６
年
男
子
①
小
林
樹
生
②

笹
川
琥
太
郎
③
青
野
陽
登
（
真
和

会
）
、
勝
本
蒼
士
（
真
和
会
）
▼
小
学

５
・
６
年
女
子
①
小
柳
結
花
②
加
藤
彩

月
（
真
和
会
）
③
笠
原
侑
、
佐
野
里
璃

亜
▼
中
学
生
男
子
①
丸
山
寛
太
②
加
藤

陽
太
（
真
和
会
）
③
小
柳
龍
太
郎
、
山

崎
蓮
武
（
新
津
）
▼
中
学
生
女
子
①
近

藤
真
琴
②
金
子
妃
和
③
小
野
あ
さ
ひ
、

竹
石
心
咲
（
小
須
戸
）
▼
一
般
男
子
①

安
中
佑
太
（
加
茂
）
②
野
崎
健
太
郎

（
小
須
戸
）
③
土
屋
茂
（
小
須
戸
）
、

藤
井
渉
（
小
須
戸
）

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
中
学
生
）

期
　日
　
10
月
16
日
（
日
）

会
　場
　
各
学
校
体
育
館

①
葵
中
②
七
谷
中
③
加
茂
中
、
須
田
中

ご
み
焼
却
場
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　傾聴
主な活動日　第3木曜日
　　　　　　午前9時30分
　　　　　　～午前11時30分
活動場所　　市役所内相談室
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
《
ロ
バ
の
耳
》
へ

よ
う
こ
そ
！

　
誰
で
も
悩
み
は
あ
る
よ
ね
。
一
人
で
悩

ま
な
い
で
、
そ
の
悩
み
を
話
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
き
っ
と
思
い
の
ほ
か
気
持
ち
も
楽
に
な

る
の
で
は
。

　
イ
ソ
ッ
プ
童
話
の
「
王
様
の
耳
は
ロ
バ

の
耳
」
か
ら
、相
談
者
の
悩
み
を
共
有
し
、

共
感
し
て
聴
き
、
少
し
で
も
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
、
聴
き
役
に
徹

す
る
私
達
に
な
り
た
い
。
又
、
ロ
バ
は
馬

よ
り
も
辛
抱
強
い
と
か
、
相
談
者
に
寄
り

添
い
じ
っ
く
り
お
話
の
聴
き
役
を
し
て
い

き
た
い
、
と
の
思
い
で
、
平
成
28
年
か
ら

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
《
ロ
バ
の
耳
》
と
し

て
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
新
潟
か
ら
講
師
の
先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
毎
月
１
回
、
勉
強
会
を
開
き
現
在

は
18
人
の
会
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分

か
ら
11
時
30
分
の
間
を
、
な
ん
で
も
電
話

（
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
ロ
バ
の
耳
）
で

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、私
達
と
一
緒
に
勉
強
を
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　ロ
バ
の
耳
」

　今回は、他市町村の焼却施設の状況について、お伝えいたします。
　県内には、稼働中の焼却施設が全部で２９施設あり、そのほとんどが、郊外に造られています。その様な中、
住宅街のすぐ近くに建設された焼却施設があります。
　その施設は、処理方式をストーカ焼却方式とし、令和２年３月３１日に建設工事を竣工しました。施設
整備の基本方針の１つとして、『生活環境の保全に配慮した施設』を掲げており、施設稼働後、１年半以
上経過しても悪臭等の苦情は１件も無いという結果が出ている施設です。
　どうしても焼却施設は、汚いというイメージがあり、住宅街のすぐ近くで不安に思う人もいるかもしれ
ませんが、田上町にある清掃センターが竣工した昭和５０年代に比べ、近年造られる施設は、臭いや有害
ガスに対するしっかりとした対策が行われ、生活環境にも十分に配慮され建設されます。
　田上町にある清掃センターも、排ガスやダイオキシン類等の有害物質の排出量は、国の定める基準値以
下ですが、近年造られた施設と田上町にある清掃センターを比べると、近年造られた施設の排ガスのばい
じん濃度は約３９分の１、ダイオキシン類は約７９０分の１となります。
　住宅街のすぐ近くにあっても稼働後１年半以上悪臭等の苦情が無いというのは、近年の悪臭や有害ガス
に対する科学技術の向上により実現した結果なのです。

　日量あたりの減少量目標値3.6tに比べて、9月末日までの日量あたりの減少量は、1.62ｔでした。目標
値まで約2ｔ減量できるように、頑張りましょう！
（日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。）

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

見える化
令和４年４月～８月末日までの可燃物搬入量　　　　  6,581.54ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -243.13t(-3.56%)
日量あたりの減少量（目標値は3.6ｔ） 　　　　　　　　　　　　  1.62ｔ

自
分
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ど
う
ぞ
、自
分
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

電
話
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん

か
？
電
話
の
向
こ
う
に
き
っ
と
一
緒
に
悩

ん
で
く
れ
る
、
同
じ
思
い
の
人
が
あ
な
た

を
待
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

「何でも電話」
毎月第３木曜日（８月は休み）
午前9時30分から11時30分
電話 0256-52-0080（内線188）
※秘密は固く守られます
※相談の費用はかかりません
（通話料は別途かかります）
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だ
さ
い
。
当
日
は
お
使
い
の
ス
マ
ホ

を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
11
月
25
日
（
金
）
ま
で

に
希
望
す
る
日
時
、
会
場

名
、
講
座
名
を
総
務
課
情

報
政
策
係
（
☎
内
線
323
、

ス
マ
ホ
講
習
会
・
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会

　
ス
マ
ホ
初
心
者

や
操
作
に
不
慣
れ

な
人
向
け
の
講
習

会
第
２
弾
で
す
。

　
電
源
の
入
れ
方

か
ら
学
ぶ
初
め
て

の
ス
マ
ホ
、
ア
プ

リ
、
相
談
会
な
ど

８
種
類
の
講
座
内

容
で
、
各
講
座
（
１
講
座
60
分
間
、

受
講
料
無
料
）
の
定
員
は
先
着
４
人

で
す
。
左
表
か
ら
お
好
き
な
日
時
・

会
場
・
講
座
を
選
ん
で
申
し
込
み
く

ホームページ

kam
o@
city.kam

o.niigata.jp

）へ
。

初
心
者
向
け 

ス
マ
ホ
講
習
会

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会

い
つ
ま
で
も

　
　
　 

住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
に
楽
し

く
暮
ら
す
た
め
の
コ
ツ
と
ワ
ザ
を
学
ぶ

第
２
回
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
　時
　
12
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時※

受
付
は
午
後
１
時
か
ら

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
　容
　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
。
〜
心
身
と
も
に
健
康
を
保
つ
た

め
の
コ
ツ
と
ワ
ザ
〜

講
　師
　
髙
瀬
義
昌
さ
ん
（
医
療
法
人

社
団
至
髙
会
た
か
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事

長
、
医
学
博
士
）

対
　象
　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参

加
者
、
市
民

※

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
20
ポ
イ
ン
ト
付
与

定
　員
　
100
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
活
動
量
計
、
筆
記
用
具
、
マ

ス
ク
、
水
分
補
給
用
飲
料

申
し
込
み
　
12
月
１
日
（
木
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
165
）
へ
。

日程等 ①12月１日（木） ②12月２日（金）

時　間 図書館
視聴覚室

図書館
視聴覚室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ

日程等 ③12月５日（月） ④12月７日（水）

時　間 公民館
第３研修室

公民館
第３研修室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ

日程等 ⑤12月９日（金） ⑥12月12日（月）

時　間 市役所
301会議室

市役所
301会議室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ
15:00～
16:00 スマホ相談会 マイナポイントの

予約申請方法

第
36
回
除
夜
の
花
火

　
打
ち
上
げ
者
募
集

　
一
生
の
記
念
に
残
る
あ
な
た
だ
け
の

花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
名
前
・
住
所
を
含
め
48
文
字
以
内
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日
　時
　
12
月
31
日
（
土
）
午
後
８
時

か
ら
田
上
町
羽
生
田
地
内
で
打
ち
上
げ

花
火
代
金
　
１
万
１
千
円

※

ス
タ
ー
マ
イ
ン
協
賛
の
１
口
５
千
500

円
も
あ
り
（
名
前
の
み
掲
載
）。

申
し
込
み
　
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
に

除
夜
の
花
火
を
打
ち
上
げ

る
会
事
務
局
茂
野
さ
ん

（
☎
57

－

３
６
１
０
）
へ
。

ホームページ

新潟アルビＢＢ
加茂市民観戦招待
  12月18日 秋田戦

　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
VS
秋
田

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
に
加
茂
市
民
を

無
料
招
待
し
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
試
合
　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ

Ｂ
VS
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

日
　時
　12
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時

５
分
試
合
開
始

会
　場
　
ア
オ
ー
レ
長
岡
（
長
岡
市
大

手
通
１
）

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
新
潟
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
担
当
（
☎

０
２
５
８

－

86

－

５
７
０
０
）

ホームページ

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
募
集
・
下
水
道
受
益
者
負
担

日
　時
　
１
月
１
日
（
日
・
祝
）
午
前

10
時
ス
タ
ー
ト※

受
付
は
午
前
９
時
〜

９
時
40
分
。
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
は
青

海
神
社
駐
車
場
前
。

集
合
場
所
　
市
民
体
育
館

参
加
料
　
千
円
（
保
険
料
等
含
む
）

種
　目
　
▼
4.9
㎞
の
部
　
❶
一
般
・

高
校
男
子
❷
一
般
・
高
校
女
子

▼
2.8
㎞
の
部
　
❸
一
般
・
高
校
男
子

❹
一
般
男
子
（
40
歳
以
上
）
❺
一
般
・

第 44回元旦
マラソン大会
　　参加者募集

ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
販
売
し
ま
す
。

　
家
庭
用
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
い
か

が
で
す
か
。

日
　時
　
11
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

場
　所
　
公
民
館
前

価
　格
　
一
鉢
800
円

※

な
く
な
り
次
第
終
了
。
早
い
時
間
だ

と
好
き
な
花
色
を
選
べ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
会
事
務
局
（
環
境
課

内
、
☎
内
線
251
）

シ
ク
ラ
メ
ン
鉢
植
え
販
売

　
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会
で
シ

高
校
女
子
❻
中
学
生
男
子
❼
中
学
生
女

子
❽
小
学
３
・
４
年
生
男
子
❾
小
学

３
・
４
年
生
女
子
10
小
学
５
・
６
年
生

男
子
11
小
学
５
・
６
年
生
女
子

申
し
込
み
　
市
内
体
育
施
設
に
あ
る
参

加
申
込
書
に
記
入
し
12
月
９
日
（
金
）

必
着
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

新
型
感
染
症
に
よ
り
中
止
の
場
合
が

あ
り
ま
す
（
参
加
費
返
却
は
不
可
）
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
陸
上
競
技
協
会

担
当
舩
久
保
さ
ん
（
☎
090

－
８
６
１
２

－

０
６
３
５
）

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
３
期

分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
（
水
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　 

３
期
分
は
30
日
ま
で

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）
へ
。

県
司
法
書
士
会

　
借
金
・
困
り
ご
と 

相
談
会

　
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
主
催
の

「
全
国
一
斉
年
末
借
金
・
生
活
お
困
り

ご
と
36
時
間
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
電
話
相
談

会
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
　時
　
12
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
４
日
（
日
）
午
後
10
時

相
談
電
話
　
☎
０
１
２
０

－

７
８
３

２

－

３
６

相
談
例
　
勤
務
先
か
ら
解
雇
さ
れ
、

ロ
ー
ン
の
返
済
が
で
き
な
い
、
奨
学
金

の
返
済
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
ほ
か
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
司
法

書
士
会
（
☎
025

－

244

－

５
１

２
１
）

石
川
小
学
校

　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
新
聞
、チ
ラ
シ
、雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。

　
期
間
内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

石
川
小
４
年
生
が
環
境
学
習
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
で
実
施
。

期
　間
　
11
月
25
日（
金
）〜
30
日（
水
）

の
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘
駐
車
場

（
幸
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
石
川
小
学
校（
☎
52

－

９

８
５
３
）

い
い
湯
だ
な
歌
謡
ラ
イ
ブ

　
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡
、
ポ
ッ
プ
ス
な

ど
生
バ
ン
ド
の
歌
と
演
奏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
（
入
場
料
無
料
）
。

開
催
日
　
12
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
４
時

会

　場
　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
広
間

問
い
合
わ
せ
　
遠
藤
さ
ん
（
☎
080

－

１

３
９
３

－

８
８
９
６
）

ホームページ
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総
　
体
　
結
　
果

第
65
回
　
総
体
結
果

　
　
　
　
硬
式
テ
ニ
ス（
シ
ン
グ
ル
ス
）

期
　日
　
９
月
４
日
（
日
）

会
　場
　
庭
球
場

※

男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
、
女
子
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ

ス
は
成
立
せ
ず

【
男
子
】
▼
Ａ
ク
ラ
ス
①
桜
沢
亘
（
フ

リ
ー
）
②
袴
田
敏
尚
（
加
茂
ロ
ー
ン
）

③
安
中
直
樹
（
加
茂
ロ
ー
ン
）

　
　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

期
　日
　
９
月
４
日
（
日
）

会
　場
　
庭
球
場

※

男
子
、
一
般
・
高
校
女
子
は
エ
ン
ト

リ
ー
な
し

【
小
・
中
学
生
女
子
】
①
阿
部
莉
子
・

長
谷
川
稜
（
葵
中
）
②
長
谷
川
愛
桜
・

伊
藤
稀
美
（
葵
中
）
③
齋
藤
芙
貴
子
・

川
口
彩
音
（
田
上
中
）
、
中
野
う
た
・

川
崎
結
音
（
加
茂
ス
ポ
ー
ツ
）

　
　
　
　
剣
道

期
　日
　
10
月
２
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

【
個
人
戦
】
▼
高
校
・
一
般
の
部
①
木

津
博
文
②
増
井
和
彦
③
西
村
直
人
、
坂

内
貴
光

　
　
　
　
太
極
拳

期
　日
　
10
月
２
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

※

太
極
拳
は
、
講
習
会
形
式
で
46
人
が

　
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

期
　日
　
10
月
８
日
（
土
）

会
　場
　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
加
茂
グ
ラ
ウ

　
　
　
　
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

【
団
体
の
部
】

▼
一
般
の
部
①
陣
ケ
峰
Ｂ
②
葵
会
Ｇ
Ｇ

Ｃ
Ｂ
③
葵
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

【
個
人
の
部
】

▼
一
般
男
子
の
部
①
鷲
尾
伸
太
郎
（
陣

ケ
峰
Ｂ
）
②
鶴
巻
直
樹
（
葵
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ

Ｃ
）
③
梅
田
文
雄
（
黒
水
Ｇ
Ｇ
Ｃ
）

▼
一
般
女
子
の
部
①
土
田
智
恵
子
（
岡

ノ
町
Ａ
）
②
藤
田
清
美
（
陣
ケ
峰
Ａ
）

③
高
橋
幸
子
（
葵
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｂ
）

　
　
　
　
空
手
道

期
　日
　
10
月
９
日
（
日
）

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
形
】
▼
小
学
１
・
２
年
女
子
①
牛
膓

日
葵
（
真
和
会
）
②
丸
山
華
子
（
真
和

会
）
③
藤
井
花
（
小
須
戸
）
、
本
望
い

ま
り
（
小
須
戸
）
▼
小
学
１
・
２
年
男

子
①
山
田
拳
史
郎
（
真
和
会
）
②
半
田

拡
也
（
真
和
会
）
③
渡
辺
承
太
郎
（
真

和
会
）
▼
小
学
３
・
４
年
女
子
①
近
藤

日
和
（
加
茂
）
②
笠
原
和
（
小
須
戸
）

③
丸
山
和
奏
（
加
茂
）
、
小
林
み
ち

（
小
須
戸
）
▼
小
学
３
・
４
年
男
子
①

中
村
温
斗
（
真
和
会
）
②
杉
本
幹
太

（
加
茂
）
③
長
谷
川
湊
人
（
新
津
）
、

小
林
勇
翔
（
真
和
会
）
▼
小
学
５
・
６

年
女
子
①
小
柳
結
花
（
加
茂
）
②
長
谷

川
花
奏
（
新
津
）
③
佐
野
里
璃
亜
（
上

近
江
）
、
笠
原
侑
（
小
須
戸
）
▼
小
学

５
・
６
年
男
子
①
小
林
樹
生
（
真
和

会
）
②
田
村
刻
登
（
真
和
会
）
③
笹
川

琥
太
郎
（
真
和
会
）
、
森
田
挨
仁
（
小

須
戸
）
▼
中
学
生
女
子
①
近
藤
真
琴

（
加
茂
）
②
鈴
木
夢
瑠
（
真
和
会
）
③

小
野
あ
さ
ひ
（
真
和
会
）
、
金
子
妃
和

（
加
茂
）
▼
中
学
生
男
子
①
小
柳
龍
太

郎
（
加
茂
）
②
鈴
木
琉
夷
（
真
和
会
）

③
深
井
風
雅
（
真
和
会
）
、
丸
山
寛
太

（
真
和
会
）

【
組
手
】
▼
小
学
１
・
２
年
男
子
①
半

田
拡
也
▼
小
学
１
・
２
年
女
子
①
丸
山

華
子
②
牛
膓
日
葵
③
井
上
み
の
り
（
小

須
戸
）
、
藤
井
花
▼
小
学
３
・
４
年
男

子
①
小
林
勇
翔
②
杉
本
幹
太
③
萱
森
圭

吾
（
真
和
会
）
、
中
村
温
斗
▼
小
学

３
・
４
女
子
①
近
藤
日
和
②
笠
原
和
③

斉
藤
未
唯
奈
（
真
和
会
）
、
丸
山
和
奏

▼
小
学
５
・
６
年
男
子
①
小
林
樹
生
②

笹
川
琥
太
郎
③
青
野
陽
登
（
真
和

会
）
、
勝
本
蒼
士
（
真
和
会
）
▼
小
学

５
・
６
年
女
子
①
小
柳
結
花
②
加
藤
彩

月
（
真
和
会
）
③
笠
原
侑
、
佐
野
里
璃

亜
▼
中
学
生
男
子
①
丸
山
寛
太
②
加
藤

陽
太
（
真
和
会
）
③
小
柳
龍
太
郎
、
山

崎
蓮
武
（
新
津
）
▼
中
学
生
女
子
①
近

藤
真
琴
②
金
子
妃
和
③
小
野
あ
さ
ひ
、

竹
石
心
咲
（
小
須
戸
）
▼
一
般
男
子
①

安
中
佑
太
（
加
茂
）
②
野
崎
健
太
郎

（
小
須
戸
）
③
土
屋
茂
（
小
須
戸
）
、

藤
井
渉
（
小
須
戸
）

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
中
学
生
）

期
　日
　
10
月
16
日
（
日
）

会
　場
　
各
学
校
体
育
館

①
葵
中
②
七
谷
中
③
加
茂
中
、
須
田
中

ご
み
焼
却
場
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　傾聴
主な活動日　第3木曜日
　　　　　　午前9時30分
　　　　　　～午前11時30分
活動場所　　市役所内相談室
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
《
ロ
バ
の
耳
》
へ

よ
う
こ
そ
！

　
誰
で
も
悩
み
は
あ
る
よ
ね
。
一
人
で
悩

ま
な
い
で
、
そ
の
悩
み
を
話
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
き
っ
と
思
い
の
ほ
か
気
持
ち
も
楽
に
な

る
の
で
は
。

　
イ
ソ
ッ
プ
童
話
の
「
王
様
の
耳
は
ロ
バ

の
耳
」
か
ら
、相
談
者
の
悩
み
を
共
有
し
、

共
感
し
て
聴
き
、
少
し
で
も
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
、
聴
き
役
に
徹

す
る
私
達
に
な
り
た
い
。
又
、
ロ
バ
は
馬

よ
り
も
辛
抱
強
い
と
か
、
相
談
者
に
寄
り

添
い
じ
っ
く
り
お
話
の
聴
き
役
を
し
て
い

き
た
い
、
と
の
思
い
で
、
平
成
28
年
か
ら

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
《
ロ
バ
の
耳
》
と
し

て
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
新
潟
か
ら
講
師
の
先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
毎
月
１
回
、
勉
強
会
を
開
き
現
在

は
18
人
の
会
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分

か
ら
11
時
30
分
の
間
を
、
な
ん
で
も
電
話

（
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
ロ
バ
の
耳
）
で

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、私
達
と
一
緒
に
勉
強
を
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　ロ
バ
の
耳
」

　今回は、他市町村の焼却施設の状況について、お伝えいたします。
　県内には、稼働中の焼却施設が全部で２９施設あり、そのほとんどが、郊外に造られています。その様な中、
住宅街のすぐ近くに建設された焼却施設があります。
　その施設は、処理方式をストーカ焼却方式とし、令和２年３月３１日に建設工事を竣工しました。施設
整備の基本方針の１つとして、『生活環境の保全に配慮した施設』を掲げており、施設稼働後、１年半以
上経過しても悪臭等の苦情は１件も無いという結果が出ている施設です。
　どうしても焼却施設は、汚いというイメージがあり、住宅街のすぐ近くで不安に思う人もいるかもしれ
ませんが、田上町にある清掃センターが竣工した昭和５０年代に比べ、近年造られる施設は、臭いや有害
ガスに対するしっかりとした対策が行われ、生活環境にも十分に配慮され建設されます。
　田上町にある清掃センターも、排ガスやダイオキシン類等の有害物質の排出量は、国の定める基準値以
下ですが、近年造られた施設と田上町にある清掃センターを比べると、近年造られた施設の排ガスのばい
じん濃度は約３９分の１、ダイオキシン類は約７９０分の１となります。
　住宅街のすぐ近くにあっても稼働後１年半以上悪臭等の苦情が無いというのは、近年の悪臭や有害ガス
に対する科学技術の向上により実現した結果なのです。

　日量あたりの減少量目標値3.6tに比べて、9月末日までの日量あたりの減少量は、1.62ｔでした。目標
値まで約2ｔ減量できるように、頑張りましょう！
（日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。）

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

見える化
令和４年４月～８月末日までの可燃物搬入量　　　　  6,581.54ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -243.13t(-3.56%)
日量あたりの減少量（目標値は3.6ｔ） 　　　　　　　　　　　　  1.62ｔ

自
分
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ど
う
ぞ
、自
分
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

電
話
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん

か
？
電
話
の
向
こ
う
に
き
っ
と
一
緒
に
悩

ん
で
く
れ
る
、
同
じ
思
い
の
人
が
あ
な
た

を
待
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

「何でも電話」
毎月第３木曜日（８月は休み）
午前9時30分から11時30分
電話 0256-52-0080（内線188）
※秘密は固く守られます
※相談の費用はかかりません
（通話料は別途かかります）
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だ
さ
い
。
当
日
は
お
使
い
の
ス
マ
ホ

を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
11
月
25
日
（
金
）
ま
で

に
希
望
す
る
日
時
、
会
場

名
、
講
座
名
を
総
務
課
情

報
政
策
係
（
☎
内
線
323
、

ス
マ
ホ
講
習
会
・
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会

　
ス
マ
ホ
初
心
者

や
操
作
に
不
慣
れ

な
人
向
け
の
講
習

会
第
２
弾
で
す
。

　
電
源
の
入
れ
方

か
ら
学
ぶ
初
め
て

の
ス
マ
ホ
、
ア
プ

リ
、
相
談
会
な
ど

８
種
類
の
講
座
内

容
で
、
各
講
座
（
１
講
座
60
分
間
、

受
講
料
無
料
）
の
定
員
は
先
着
４
人

で
す
。
左
表
か
ら
お
好
き
な
日
時
・

会
場
・
講
座
を
選
ん
で
申
し
込
み
く

ホームページ

kam
o@
city.kam

o.niigata.jp

）へ
。

初
心
者
向
け 

ス
マ
ホ
講
習
会

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会

い
つ
ま
で
も

　
　
　 

住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
に
楽
し

く
暮
ら
す
た
め
の
コ
ツ
と
ワ
ザ
を
学
ぶ

第
２
回
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
　時
　
12
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時※

受
付
は
午
後
１
時
か
ら

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
　容
　
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
。
〜
心
身
と
も
に
健
康
を
保
つ
た

め
の
コ
ツ
と
ワ
ザ
〜

講
　師
　
髙
瀬
義
昌
さ
ん
（
医
療
法
人

社
団
至
髙
会
た
か
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事

長
、
医
学
博
士
）

対
　象
　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参

加
者
、
市
民

※

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
20
ポ
イ
ン
ト
付
与

定
　員
　
100
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
活
動
量
計
、
筆
記
用
具
、
マ

ス
ク
、
水
分
補
給
用
飲
料

申
し
込
み
　
12
月
１
日
（
木
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課
（
☎
内
線
165
）
へ
。

日程等 ①12月１日（木） ②12月２日（金）

時　間 図書館
視聴覚室

図書館
視聴覚室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ

日程等 ③12月５日（月） ④12月７日（水）

時　間 公民館
第３研修室

公民館
第３研修室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ

日程等 ⑤12月９日（金） ⑥12月12日（月）

時　間 市役所
301会議室

市役所
301会議室

9:30～
10:30 初めてのスマホ 地図アプリ
11:00～
12:00

アプリの
インストール LINE

13:30～
14:30 インターネット カメラ
15:00～
16:00 スマホ相談会 マイナポイントの

予約申請方法

第
36
回
除
夜
の
花
火

　
打
ち
上
げ
者
募
集

　
一
生
の
記
念
に
残
る
あ
な
た
だ
け
の

花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
名
前
・
住
所
を
含
め
48
文
字
以
内
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日
　時
　
12
月
31
日
（
土
）
午
後
８
時

か
ら
田
上
町
羽
生
田
地
内
で
打
ち
上
げ

花
火
代
金
　
１
万
１
千
円

※

ス
タ
ー
マ
イ
ン
協
賛
の
１
口
５
千
500

円
も
あ
り
（
名
前
の
み
掲
載
）。

申
し
込
み
　
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
に

除
夜
の
花
火
を
打
ち
上
げ

る
会
事
務
局
茂
野
さ
ん

（
☎
57

－

３
６
１
０
）
へ
。

ホームページ

新潟アルビＢＢ
加茂市民観戦招待
  12月18日 秋田戦

　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
VS
秋
田

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
に
加
茂
市
民
を

無
料
招
待
し
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
試
合
　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ

Ｂ
VS
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

日
　時
　12
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時

５
分
試
合
開
始

会
　場
　
ア
オ
ー
レ
長
岡
（
長
岡
市
大

手
通
１
）

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
新
潟
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
担
当
（
☎

０
２
５
８

－

86

－

５
７
０
０
）

ホームページ

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
募
集
・
下
水
道
受
益
者
負
担

日
　時
　
１
月
１
日
（
日
・
祝
）
午
前

10
時
ス
タ
ー
ト※

受
付
は
午
前
９
時
〜

９
時
40
分
。
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
は
青

海
神
社
駐
車
場
前
。

集
合
場
所
　
市
民
体
育
館

参
加
料
　
千
円
（
保
険
料
等
含
む
）

種
　目
　
▼
4.9
㎞
の
部
　
❶
一
般
・

高
校
男
子
❷
一
般
・
高
校
女
子

▼
2.8
㎞
の
部
　
❸
一
般
・
高
校
男
子

❹
一
般
男
子
（
40
歳
以
上
）
❺
一
般
・

第 44回元旦
マラソン大会
　　参加者募集

ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
販
売
し
ま
す
。

　
家
庭
用
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
い
か

が
で
す
か
。

日
　時
　
11
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

場
　所
　
公
民
館
前

価
　格
　
一
鉢
800
円

※

な
く
な
り
次
第
終
了
。
早
い
時
間
だ

と
好
き
な
花
色
を
選
べ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
会
事
務
局
（
環
境
課

内
、
☎
内
線
251
）

シ
ク
ラ
メ
ン
鉢
植
え
販
売

　
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会
で
シ

高
校
女
子
❻
中
学
生
男
子
❼
中
学
生
女

子
❽
小
学
３
・
４
年
生
男
子
❾
小
学

３
・
４
年
生
女
子
10
小
学
５
・
６
年
生

男
子
11
小
学
５
・
６
年
生
女
子

申
し
込
み
　
市
内
体
育
施
設
に
あ
る
参

加
申
込
書
に
記
入
し
12
月
９
日
（
金
）

必
着
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

新
型
感
染
症
に
よ
り
中
止
の
場
合
が

あ
り
ま
す
（
参
加
費
返
却
は
不
可
）
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
陸
上
競
技
協
会

担
当
舩
久
保
さ
ん
（
☎
090

－

８
６
１
２

－

０
６
３
５
）

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
３
期

分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
（
水
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　 

３
期
分
は
30
日
ま
で

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）
へ
。

県
司
法
書
士
会

　
借
金
・
困
り
ご
と 

相
談
会

　
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
主
催
の

「
全
国
一
斉
年
末
借
金
・
生
活
お
困
り

ご
と
36
時
間
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
電
話
相
談

会
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
　時
　
12
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
４
日
（
日
）
午
後
10
時

相
談
電
話
　
☎
０
１
２
０

－

７
８
３

２

－

３
６

相
談
例
　
勤
務
先
か
ら
解
雇
さ
れ
、

ロ
ー
ン
の
返
済
が
で
き
な
い
、
奨
学
金

の
返
済
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
ほ
か
。

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
司
法

書
士
会
（
☎
025

－

244

－

５
１

２
１
）

石
川
小
学
校

　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
新
聞
、チ
ラ
シ
、雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル

の
廃
品
回
収
を
し
ま
す
。

　
期
間
内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

石
川
小
４
年
生
が
環
境
学
習
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
で
実
施
。

期
　間
　
11
月
25
日（
金
）〜
30
日（
水
）

の
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

回
収
場
所
　
ゆ
き
つ
ば
き
荘
駐
車
場

（
幸
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
石
川
小
学
校（
☎
52

－

９

８
５
３
）

い
い
湯
だ
な
歌
謡
ラ
イ
ブ

　
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡
、
ポ
ッ
プ
ス
な

ど
生
バ
ン
ド
の
歌
と
演
奏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
（
入
場
料
無
料
）
。

開
催
日
　
12
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
４
時

会

　場
　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
広
間

問
い
合
わ
せ
　
遠
藤
さ
ん
（
☎
080

－

１

３
９
３

－

８
８
９
６
）

ホームページ
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総
　
体
　
結
　
果

第
65
回
　
総
体
結
果

　
　
　
　
硬
式
テ
ニ
ス（
シ
ン
グ
ル
ス
）

期
　日
　
９
月
４
日
（
日
）

会
　場
　
庭
球
場

※

男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
、
女
子
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ

ス
は
成
立
せ
ず

【
男
子
】
▼
Ａ
ク
ラ
ス
①
桜
沢
亘
（
フ

リ
ー
）
②
袴
田
敏
尚
（
加
茂
ロ
ー
ン
）

③
安
中
直
樹
（
加
茂
ロ
ー
ン
）

　
　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

期
　日
　
９
月
４
日
（
日
）

会
　場
　
庭
球
場

※

男
子
、
一
般
・
高
校
女
子
は
エ
ン
ト

リ
ー
な
し

【
小
・
中
学
生
女
子
】
①
阿
部
莉
子
・

長
谷
川
稜
（
葵
中
）
②
長
谷
川
愛
桜
・

伊
藤
稀
美
（
葵
中
）
③
齋
藤
芙
貴
子
・

川
口
彩
音
（
田
上
中
）
、
中
野
う
た
・

川
崎
結
音
（
加
茂
ス
ポ
ー
ツ
）

　
　
　
　
剣
道

期
　日
　
10
月
２
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

【
個
人
戦
】
▼
高
校
・
一
般
の
部
①
木

津
博
文
②
増
井
和
彦
③
西
村
直
人
、
坂

内
貴
光

　
　
　
　
太
極
拳

期
　日
　
10
月
２
日
（
日
）

会
　場
　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

※

太
極
拳
は
、
講
習
会
形
式
で
46
人
が

　
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

期
　日
　
10
月
８
日
（
土
）

会
　場
　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
加
茂
グ
ラ
ウ

　
　
　
　
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

【
団
体
の
部
】

▼
一
般
の
部
①
陣
ケ
峰
Ｂ
②
葵
会
Ｇ
Ｇ

Ｃ
Ｂ
③
葵
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

【
個
人
の
部
】

▼
一
般
男
子
の
部
①
鷲
尾
伸
太
郎
（
陣

ケ
峰
Ｂ
）
②
鶴
巻
直
樹
（
葵
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ

Ｃ
）
③
梅
田
文
雄
（
黒
水
Ｇ
Ｇ
Ｃ
）

▼
一
般
女
子
の
部
①
土
田
智
恵
子
（
岡

ノ
町
Ａ
）
②
藤
田
清
美
（
陣
ケ
峰
Ａ
）

③
高
橋
幸
子
（
葵
会
Ｇ
Ｇ
Ｃ
Ｂ
）

　
　
　
　
空
手
道

期
　日
　
10
月
９
日
（
日
）

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
形
】
▼
小
学
１
・
２
年
女
子
①
牛
膓

日
葵
（
真
和
会
）
②
丸
山
華
子
（
真
和

会
）
③
藤
井
花
（
小
須
戸
）
、
本
望
い

ま
り
（
小
須
戸
）
▼
小
学
１
・
２
年
男

子
①
山
田
拳
史
郎
（
真
和
会
）
②
半
田

拡
也
（
真
和
会
）
③
渡
辺
承
太
郎
（
真

和
会
）
▼
小
学
３
・
４
年
女
子
①
近
藤

日
和
（
加
茂
）
②
笠
原
和
（
小
須
戸
）

③
丸
山
和
奏
（
加
茂
）
、
小
林
み
ち

（
小
須
戸
）
▼
小
学
３
・
４
年
男
子
①

中
村
温
斗
（
真
和
会
）
②
杉
本
幹
太

（
加
茂
）
③
長
谷
川
湊
人
（
新
津
）
、

小
林
勇
翔
（
真
和
会
）
▼
小
学
５
・
６

年
女
子
①
小
柳
結
花
（
加
茂
）
②
長
谷

川
花
奏
（
新
津
）
③
佐
野
里
璃
亜
（
上

近
江
）
、
笠
原
侑
（
小
須
戸
）
▼
小
学

５
・
６
年
男
子
①
小
林
樹
生
（
真
和

会
）
②
田
村
刻
登
（
真
和
会
）
③
笹
川

琥
太
郎
（
真
和
会
）
、
森
田
挨
仁
（
小

須
戸
）
▼
中
学
生
女
子
①
近
藤
真
琴

（
加
茂
）
②
鈴
木
夢
瑠
（
真
和
会
）
③

小
野
あ
さ
ひ
（
真
和
会
）
、
金
子
妃
和

（
加
茂
）
▼
中
学
生
男
子
①
小
柳
龍
太

郎
（
加
茂
）
②
鈴
木
琉
夷
（
真
和
会
）

③
深
井
風
雅
（
真
和
会
）
、
丸
山
寛
太

（
真
和
会
）

【
組
手
】
▼
小
学
１
・
２
年
男
子
①
半

田
拡
也
▼
小
学
１
・
２
年
女
子
①
丸
山

華
子
②
牛
膓
日
葵
③
井
上
み
の
り
（
小

須
戸
）
、
藤
井
花
▼
小
学
３
・
４
年
男

子
①
小
林
勇
翔
②
杉
本
幹
太
③
萱
森
圭

吾
（
真
和
会
）
、
中
村
温
斗
▼
小
学

３
・
４
女
子
①
近
藤
日
和
②
笠
原
和
③

斉
藤
未
唯
奈
（
真
和
会
）
、
丸
山
和
奏

▼
小
学
５
・
６
年
男
子
①
小
林
樹
生
②

笹
川
琥
太
郎
③
青
野
陽
登
（
真
和

会
）
、
勝
本
蒼
士
（
真
和
会
）
▼
小
学

５
・
６
年
女
子
①
小
柳
結
花
②
加
藤
彩

月
（
真
和
会
）
③
笠
原
侑
、
佐
野
里
璃

亜
▼
中
学
生
男
子
①
丸
山
寛
太
②
加
藤

陽
太
（
真
和
会
）
③
小
柳
龍
太
郎
、
山

崎
蓮
武
（
新
津
）
▼
中
学
生
女
子
①
近

藤
真
琴
②
金
子
妃
和
③
小
野
あ
さ
ひ
、

竹
石
心
咲
（
小
須
戸
）
▼
一
般
男
子
①

安
中
佑
太
（
加
茂
）
②
野
崎
健
太
郎

（
小
須
戸
）
③
土
屋
茂
（
小
須
戸
）
、

藤
井
渉
（
小
須
戸
）

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
中
学
生
）

期
　日
　
10
月
16
日
（
日
）

会
　場
　
各
学
校
体
育
館

①
葵
中
②
七
谷
中
③
加
茂
中
、
須
田
中

ご
み
焼
却
場
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　傾聴
主な活動日　第3木曜日
　　　　　　午前9時30分
　　　　　　～午前11時30分
活動場所　　市役所内相談室
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
《
ロ
バ
の
耳
》
へ

よ
う
こ
そ
！

　
誰
で
も
悩
み
は
あ
る
よ
ね
。
一
人
で
悩

ま
な
い
で
、
そ
の
悩
み
を
話
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
き
っ
と
思
い
の
ほ
か
気
持
ち
も
楽
に
な

る
の
で
は
。

　
イ
ソ
ッ
プ
童
話
の
「
王
様
の
耳
は
ロ
バ

の
耳
」
か
ら
、相
談
者
の
悩
み
を
共
有
し
、

共
感
し
て
聴
き
、
少
し
で
も
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
、
聴
き
役
に
徹

す
る
私
達
に
な
り
た
い
。
又
、
ロ
バ
は
馬

よ
り
も
辛
抱
強
い
と
か
、
相
談
者
に
寄
り

添
い
じ
っ
く
り
お
話
の
聴
き
役
を
し
て
い

き
た
い
、
と
の
思
い
で
、
平
成
28
年
か
ら

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
《
ロ
バ
の
耳
》
と
し

て
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
新
潟
か
ら
講
師
の
先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
毎
月
１
回
、
勉
強
会
を
開
き
現
在

は
18
人
の
会
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分

か
ら
11
時
30
分
の
間
を
、
な
ん
で
も
電
話

（
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
ロ
バ
の
耳
）
で

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、私
達
と
一
緒
に
勉
強
を
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　ロ
バ
の
耳
」

　今回は、他市町村の焼却施設の状況について、お伝えいたします。
　県内には、稼働中の焼却施設が全部で２９施設あり、そのほとんどが、郊外に造られています。その様な中、
住宅街のすぐ近くに建設された焼却施設があります。
　その施設は、処理方式をストーカ焼却方式とし、令和２年３月３１日に建設工事を竣工しました。施設
整備の基本方針の１つとして、『生活環境の保全に配慮した施設』を掲げており、施設稼働後、１年半以
上経過しても悪臭等の苦情は１件も無いという結果が出ている施設です。
　どうしても焼却施設は、汚いというイメージがあり、住宅街のすぐ近くで不安に思う人もいるかもしれ
ませんが、田上町にある清掃センターが竣工した昭和５０年代に比べ、近年造られる施設は、臭いや有害
ガスに対するしっかりとした対策が行われ、生活環境にも十分に配慮され建設されます。
　田上町にある清掃センターも、排ガスやダイオキシン類等の有害物質の排出量は、国の定める基準値以
下ですが、近年造られた施設と田上町にある清掃センターを比べると、近年造られた施設の排ガスのばい
じん濃度は約３９分の１、ダイオキシン類は約７９０分の１となります。
　住宅街のすぐ近くにあっても稼働後１年半以上悪臭等の苦情が無いというのは、近年の悪臭や有害ガス
に対する科学技術の向上により実現した結果なのです。

　日量あたりの減少量目標値3.6tに比べて、9月末日までの日量あたりの減少量は、1.62ｔでした。目標
値まで約2ｔ減量できるように、頑張りましょう！
（日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。）

シリーズ　ごみ焼却場の今と今後 問い合わせ　環境課（☎内線251）

見える化
令和４年４月～８月末日までの可燃物搬入量　　　　  6,581.54ｔ
前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　　　　 -243.13t(-3.56%)
日量あたりの減少量（目標値は3.6ｔ） 　　　　　　　　　　　　  1.62ｔ

自
分
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ど
う
ぞ
、自
分
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

電
話
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん

か
？
電
話
の
向
こ
う
に
き
っ
と
一
緒
に
悩

ん
で
く
れ
る
、
同
じ
思
い
の
人
が
あ
な
た

を
待
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

「何でも電話」
毎月第３木曜日（８月は休み）
午前9時30分から11時30分
電話 0256-52-0080（内線188）
※秘密は固く守られます
※相談の費用はかかりません
（通話料は別途かかります）
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加
茂
の
風
土
記

　
遺
跡
出
土
品
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
を

引
き
教
科
書
に
も
写
真
が
掲
載
さ
れ
る

な
ど
多
く
の
方
に
知
ら
れ
て
い
る
ひ
と

つ
は
火
焔
型
土
器
で
あ
ろ
う
。

　
火
焔
型
土
器
を
中
心
と
し
た
火
炎
土

器
様
式
（
共
通
す
る
流
儀
を
持
つ
土
器

型
式
）
は
縄
文
時
代
の
中
期
中
頃
に
信

濃
川
流
域
沿
い
で
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
。

十
日
町
市
笹
山
遺
跡
出
土
品
（
国
宝
）

や
長
岡
市
馬
高
遺
跡
出
土
品
が
特
に
有

名
で
あ
る
。

　
な
お
、「
火
焔
土
器
」
は
馬
高
遺
跡
で

最
初
に
発
見
さ
れ
た
一
個
体
の
土
器
に

付
け
ら
れ
た
通
称
で
、
そ
れ
以
外
の
火

焔
土
器
は
火
焔
型
土
器
に
分
類
さ
れ
る
。

　
火
焔
型
土
器
は
上
部
に
燃
え
盛
る
炎

を
思
わ
せ
る
突
起
を
持
ち
、
胴
部
に
は

Ｓ
字
や
渦
巻
状
の
文
様
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
特
徴
的
で
、
破
片
か
ら
で
も
一
見

し
て
判
別
し
易
い
土
器
で
あ
る
。

　
加
茂
で
は
三
遺
跡
で
火
焔
型
土
器
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
写
真
１
は
水
源
池

遺
跡
、
写
真
２
は
下
土
倉
遺
跡
、
写
真

３
は
陣
ケ
峰
北
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
火

焔
型
土
器
で
あ
る
。
水
源
池
遺
跡
と
陣

ケ
峰
北
遺
跡
は
大
規
模
で
加
茂
川
流
域

の
中
心
的
な
集
落
と
考
え
ら
れ
る
が
、

下
土
倉
遺
跡
は
小
規
模
な
集
落
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
小
さ
な
破
片
資
料
で
は
あ

る
が
、
深
鉢
の
口
縁
部
で
、
鋸
歯
状
突

起
（
鋸
の
歯
に
似
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ

う
に
呼
ば
れ
る
）
が
特
徴
的
で
火
焔
型

土
器
と
認
識
可
能
で
あ
る
。
水
源
池
遺

跡
と
陣
ケ
峰
北
遺
跡
か
ら
は
王
冠
型
土

器
も
出
土
し
て
お
り
、
信
濃
川
流
域
沿

い
の
遺
跡
で
見
ら
れ
る
土
器
の
組
み
合

わ
せ
と
共
通
し
た
在
り
方
を
し
て
い
る
。

　
火
焔
型
土
器
は
手
の
込
ん
だ
装
飾
性

な
ど
か
ら
非
日
常
的
な
土
器
で
特
別
な

場
面
で
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
見
方
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
出

土
状
況
は
見
ら
れ
ず
、
煤
の
付
着
し
て

い
る
も
の
も
多
く
、
他
の
深
鉢
と
同
じ

く
食
品
の
煮
炊
き
に
使
用
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
加
茂
か
ら
火
焔
型
土
器
に
つ
い
て
言

及
で
き
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
魅
力
的

で
興
味
の
尽
き
な
い
土
器
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
伊
藤
秀
和
）

観
光
費
と
し
て

▼
新
潟
県
立
加
茂
高
等
学
校
救
急
法
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
４
４
，
０
９
７
円

加
茂
市
へ

▼
小
柳
建
設
株
式
会
社
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
図
書
カ
ー
ド
23
万
円
分

加
茂
市
（
下
条
小
学
校
）
へ

▼
加
茂
市
立
下
条
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
150
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
１
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

加
茂
市
内
出
土
の
火
焔
型
土
器

―
水
源
池
遺
跡
・
下
土
倉
遺
跡
・
陣
ケ
峰
北
遺
跡
―

写真１　水源池遺跡出土品

写真２　下土倉遺跡出土品

写真３　陣ケ峰北遺跡出土品

か
え
ん
が
た
ど
き

か
え
ん

き
ょ
し
じ
ょ
う

の
こ
ぎ
り

お
う
か
ん

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　　☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
　（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

乳幼児あそびの広場

須田憩いと
あそびの広場

★12月20日(火)・1月10日(火)　10:20～11:00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご
紹介します。

12月・1月のイベント予定

HPで、施設の設備やお
もちゃの写真が事前に確
認できます。

　保育園や幼稚園、認定
こども園の入園につい
て、こども未来課の職員
がお話ししました。
　来年度の申込み受付が
始まる直前とあって、参
加者は熱心に聞いていま
した。

　今年度から始めた親子ヨガ。
　ママたちはじっくりヨガを楽し
んで、凝り固まった体をほぐし、
リフレッシュできたようです。

ひろば＆カフェ（要予約、６組程度）

ぴよぴよ工作ルーム 12月5日(月)～9日(金)・1月23日(月)～27日(金) 　10:00～17:00

身体計測・健康相談 12月1日(木)・1月13日(金)　(受付)9:30～11:00

すくすく相談 12月21日(水)・1月25日(水)　(受付)9:30～10:30

絵本のへや 12月9日(金)・1月20日(金)　10:30～10:50

 育児講習会（要予約、10組）
※お子さんと一緒に参加できます

 親子ヨガ（要予約、10組）
対象:1、2、3歳の幼児と保護者

★12月2日(金)　10:30～11:00
テーマ「子どもの歯科」　講師：歯科衛生士  迚野和佳子さん
★1月26日(木)　10:30～11:00
テーマ「こどもとの生活リズム」
講師：こども未来課  保健師  小島由美子さん

★12月13日(火)　10：00～11：00
講師：インド政府公認ヨガインストラクター　泉田郁恵さん

 新潟中央短期大学による
クリスマス会 12月16日(金)　10:20～10:50

12月5日(月)～9日(金)・1月23日(月)～27日(金)　10:00～17:00

12月14日(水)・1月18日(水)　10:30～11:00

ぴよぴよ工作ルーム

ぴよぴよハッピーバースデー

12月12(月)・1月16日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

≪育児講習会≫ (９月)

スペシャルお楽しみデー

イベント 日　時 場　所

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん
（
あ
そ
び
の
広
場
情
報
）

≪親子ヨガ≫

ベビーマッサージ(要予約、5組程度)
対象:生後6か月までの乳児と保護者

★1月17日(火)  10:00～11:30
講師 : 助産師 鷲尾　千恵子さん

　広場がお祭り会場に大
変身。金魚すくいやお化
け屋敷が登場しました。
　甚平を着て参加してく
れたお友だちもいて、親
子で楽しんでいました。

　広場を風船でいっぱい
にして遊びました。風船
を追いかけて、元気いっ
ぱいに楽しみました。

【お知らせ】
◆乳幼児あそびの広場(図書館隣)からお知らせ
　定期清掃のため、11月28日(月)正午から午後5時
まで、臨時休館いたします。
　なお、須田憩いとあそびの広場は開館しています
ので、ぜひご利用ください。

９月　～お祭りごっこ～９月　～お祭りごっこ～

10月～ひろばボールランド～10月～ひろばボールランド～
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加
茂
の
風
土
記

　
遺
跡
出
土
品
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
を

引
き
教
科
書
に
も
写
真
が
掲
載
さ
れ
る

な
ど
多
く
の
方
に
知
ら
れ
て
い
る
ひ
と

つ
は
火
焔
型
土
器
で
あ
ろ
う
。

　
火
焔
型
土
器
を
中
心
と
し
た
火
炎
土

器
様
式
（
共
通
す
る
流
儀
を
持
つ
土
器

型
式
）
は
縄
文
時
代
の
中
期
中
頃
に
信

濃
川
流
域
沿
い
で
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
。

十
日
町
市
笹
山
遺
跡
出
土
品
（
国
宝
）

や
長
岡
市
馬
高
遺
跡
出
土
品
が
特
に
有

名
で
あ
る
。

　
な
お
、「
火
焔
土
器
」
は
馬
高
遺
跡
で

最
初
に
発
見
さ
れ
た
一
個
体
の
土
器
に

付
け
ら
れ
た
通
称
で
、
そ
れ
以
外
の
火

焔
土
器
は
火
焔
型
土
器
に
分
類
さ
れ
る
。

　
火
焔
型
土
器
は
上
部
に
燃
え
盛
る
炎

を
思
わ
せ
る
突
起
を
持
ち
、
胴
部
に
は

Ｓ
字
や
渦
巻
状
の
文
様
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
特
徴
的
で
、
破
片
か
ら
で
も
一
見

し
て
判
別
し
易
い
土
器
で
あ
る
。

　
加
茂
で
は
三
遺
跡
で
火
焔
型
土
器
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
写
真
１
は
水
源
池

遺
跡
、
写
真
２
は
下
土
倉
遺
跡
、
写
真

３
は
陣
ケ
峰
北
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
火

焔
型
土
器
で
あ
る
。
水
源
池
遺
跡
と
陣

ケ
峰
北
遺
跡
は
大
規
模
で
加
茂
川
流
域

の
中
心
的
な
集
落
と
考
え
ら
れ
る
が
、

下
土
倉
遺
跡
は
小
規
模
な
集
落
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
小
さ
な
破
片
資
料
で
は
あ

る
が
、
深
鉢
の
口
縁
部
で
、
鋸
歯
状
突

起
（
鋸
の
歯
に
似
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ

う
に
呼
ば
れ
る
）
が
特
徴
的
で
火
焔
型

土
器
と
認
識
可
能
で
あ
る
。
水
源
池
遺

跡
と
陣
ケ
峰
北
遺
跡
か
ら
は
王
冠
型
土

器
も
出
土
し
て
お
り
、
信
濃
川
流
域
沿

い
の
遺
跡
で
見
ら
れ
る
土
器
の
組
み
合

わ
せ
と
共
通
し
た
在
り
方
を
し
て
い
る
。

　
火
焔
型
土
器
は
手
の
込
ん
だ
装
飾
性

な
ど
か
ら
非
日
常
的
な
土
器
で
特
別
な

場
面
で
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
見
方
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
出

土
状
況
は
見
ら
れ
ず
、
煤
の
付
着
し
て

い
る
も
の
も
多
く
、
他
の
深
鉢
と
同
じ

く
食
品
の
煮
炊
き
に
使
用
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
加
茂
か
ら
火
焔
型
土
器
に
つ
い
て
言

及
で
き
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
魅
力
的

で
興
味
の
尽
き
な
い
土
器
で
あ
る
こ
と

に
は
変
わ
り
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
伊
藤
秀
和
）

観
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と
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▼
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潟
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立
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高
等
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・

ボ
ラ
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様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
４
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，
０
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円

加
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市
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小
柳
建
設
株
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社
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
図
書
カ
ー
ド
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万
円
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加
茂
市
（
下
条
小
学
校
）
へ

▼
加
茂
市
立
下
条
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
150
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
１
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

加
茂
市
内
出
土
の
火
焔
型
土
器

―
水
源
池
遺
跡
・
下
土
倉
遺
跡
・
陣
ケ
峰
北
遺
跡
―

写真１　水源池遺跡出土品

写真２　下土倉遺跡出土品

写真３　陣ケ峰北遺跡出土品

か
え
ん
が
た
ど
き

か
え
ん

き
ょ
し
じ
ょ
う

の
こ
ぎ
り

お
う
か
ん

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　　☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
　（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

乳幼児あそびの広場

須田憩いと
あそびの広場

★12月20日(火)・1月10日(火)　10:20～11:00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご
紹介します。

12月・1月のイベント予定

HPで、施設の設備やお
もちゃの写真が事前に確
認できます。

　保育園や幼稚園、認定
こども園の入園につい
て、こども未来課の職員
がお話ししました。
　来年度の申込み受付が
始まる直前とあって、参
加者は熱心に聞いていま
した。

　今年度から始めた親子ヨガ。
　ママたちはじっくりヨガを楽し
んで、凝り固まった体をほぐし、
リフレッシュできたようです。

ひろば＆カフェ（要予約、６組程度）

ぴよぴよ工作ルーム 12月5日(月)～9日(金)・1月23日(月)～27日(金) 　10:00～17:00

身体計測・健康相談 12月1日(木)・1月13日(金)　(受付)9:30～11:00

すくすく相談 12月21日(水)・1月25日(水)　(受付)9:30～10:30

絵本のへや 12月9日(金)・1月20日(金)　10:30～10:50

 育児講習会（要予約、10組）
※お子さんと一緒に参加できます

 親子ヨガ（要予約、10組）
対象:1、2、3歳の幼児と保護者

★12月2日(金)　10:30～11:00
テーマ「子どもの歯科」　講師：歯科衛生士  迚野和佳子さん
★1月26日(木)　10:30～11:00
テーマ「こどもとの生活リズム」
講師：こども未来課  保健師  小島由美子さん

★12月13日(火)　10：00～11：00
講師：インド政府公認ヨガインストラクター　泉田郁恵さん

 新潟中央短期大学による
クリスマス会 12月16日(金)　10:20～10:50

12月5日(月)～9日(金)・1月23日(月)～27日(金)　10:00～17:00

12月14日(水)・1月18日(水)　10:30～11:00

ぴよぴよ工作ルーム

ぴよぴよハッピーバースデー

12月12(月)・1月16日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

≪育児講習会≫ (９月)

スペシャルお楽しみデー

イベント 日　時 場　所

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん
（
あ
そ
び
の
広
場
情
報
）

≪親子ヨガ≫

ベビーマッサージ(要予約、5組程度)
対象:生後6か月までの乳児と保護者

★1月17日(火)  10:00～11:30
講師 : 助産師 鷲尾　千恵子さん

　広場がお祭り会場に大
変身。金魚すくいやお化
け屋敷が登場しました。
　甚平を着て参加してく
れたお友だちもいて、親
子で楽しんでいました。

　広場を風船でいっぱい
にして遊びました。風船
を追いかけて、元気いっ
ぱいに楽しみました。

【お知らせ】
◆乳幼児あそびの広場(図書館隣)からお知らせ
　定期清掃のため、11月28日(月)正午から午後5時
まで、臨時休館いたします。
　なお、須田憩いとあそびの広場は開館しています
ので、ぜひご利用ください。

９月　～お祭りごっこ～９月　～お祭りごっこ～

10月～ひろばボールランド～10月～ひろばボールランド～
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
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㈬
先負

24
㈭
大安

25
㈮
赤口

26
㈯
先勝

27
㈰
友引

28
㈪
先負

29
㈫
仏滅

30
㈬
大安

22
㈫
友引

2
㈮
先勝

3
㈯
友引

4
㈰
先負

5
㈪
仏滅

7
㈬
赤口

8
㈭
先勝

9
㈮
友引

10
㈯
先負

11
㈰
仏滅

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・スマホ講習会　　　　公民館　 9：30～14：30
・休館（ＢＢＣ）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・けんこう栄養相談会（前日までに健康福祉課
　☎内線165へ要予約）
　　　　　　　　ゆきつばき荘　13：30～16：30
・休館（ＢＢＣ）

・農地相談　農業委員会事務局　 9：00～12：00
・スマホ講習会
　　　　 　　市役所301会議室　 9：30～16：00
・シルバー人材センター入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：30～11：30
・定期露店市場

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
　加藤 笑さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１　 9：00～12：00
・総体　体操競技
　　体操トレーニングセンター 　9：30から開会式
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から

・大人の影絵スタンドワークショップ
　　　　　　　　　市立図書館　13：30～15：30
・休館（民俗資料館）

・スマホ講習会　　　　公民館　 9：30～14：30
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）6

㈫
大安

　休日当番医　須田医院
 　　　　　　☎４１－５０２５ 　9：00～17：00

・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
　資料館、各コミセン、ＢＢＣ）

・なんでも健康相談
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：30～11：30
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・定期露店市場

・休館（文化会館、温水プール、ＢＢＣ）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・はかりの無料検査
　　　　　　 市役所301会議室　10：00～15：30
・定期露店市場
・休館（文化会館、温水プール）

・スマホ講習会　　　　図書館　 9：30～14：30

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～15：00
・大人の影絵スタンドワークショップ
　　　　　　　　　市立図書館　13：30～15：30
・休館（ＢＢＣ）

・スマホ講習会　　　　図書館　 9：30～14：30
・加茂市×第一生命「終活応援セミナー」
　　　　　　　　産業センター　13：30～15：00
・けんこう栄養相談会（前日までに健康福祉課
　☎内線165へ要予約）　公民館　13：30～16：30
・休館（ＢＢＣ）

11月・12月

21
先勝

11月

㈪

1
赤口

12月

㈭

　休日当番医　星野内科医院
 　　　　　　☎４１－４１４１ 　9：00～17：00
・定期露店市場
・休館（民俗資料館）

　勤労感謝の日
　休日当番医　徳友医院
 　　　　　　☎５３－０１６７ 　9：00～17：00
・休館（市立図書館、民俗資料館）

　休日当番医　小池内科消化器科クリニック
 　　　　　　☎５３－３３５５ 　9：00～17：00
・総体　水泳　　　温水プール　 9：00競技開始

月 日 休日当番医 ☎
11／20（日）

12／4（日）
27（日）

みながわ整形外科 ５３－３８７７
徳友医院

星野内科医院
須田医院

５３－０１６７
４１－５０２５
４１－４１４１

23（水・祝）

11（日）小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５
18（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

市民憲章  第 2 条（健康・安全） 強いからだと心をきたえ　明るく笑顔で暮らします
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人口のうごき　11月1日現在　世帯　10,142  (+7)　人口　25,160   (-26)　
男　12,284  (-21)　女　12,876  (-5)　（　）内は前月比
（10月異動分）出生9 (男4 女5)　死亡32 (男 16 女 16)　転出41　転入38

【有料広告】

【有料広告】

総務課広報広聴係
（☎内線 327）

Instagramで加茂の様子や風景の写真、自
分で描いた絵を「#かもぴく」をつけて投稿し
ていただいた中から、 1枚ご紹介します。ちょこっと SDGsちょこっと SDGs

　巷で話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学ん
でいくコーナーです。第3回目は「保健」を取り上げ
ます。

　持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development 
Goals）とは、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国
際目標です。
　17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一
人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。

目標 3
あらゆる年齢のすべての
人々の健康的な生活を確
保し、福祉を促進する

　薬物乱用やアルコールの過剰摂取などの抑
止や、交通事故の減少、環境汚染の防止、健
康危険因子の早期警戒などもこの目標に寄与
します。健康で持続可能な人生のために、ペッ
トボトルの分別や、運動の習慣を取り入れるな
ど普段から「ちょこっと」やってみましょう。

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）
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